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第19 回「現代詩／詩論研究会」2017/3/19 仏教大学紫野キャンパス 

「飯島耕一の出発―詩集『他人の空』を中心として」発表資料   中原 豊 

 

Ⅰ.詩集『他人の空』書誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈エピグラム他〉／［献辞］
ノン

ブル
誌名 巻号 通号 発表年月日 原題 T01 T02 T03 T04 T05 T06 T07 T08 T09 T10 T11 T12

〈ヴィヨン〉 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〈富永太郎〉 ○

○ ○ T08では目次に記載されているのみ。

他人の空 8 1953年10月01日_
すべての戦いの終わり

Ⅰ他人の空 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

砂の中には 10 1953年10月01日_
すべての戦いの終わり

Ⅱ砂の中には… ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

世界中のあわれな女たち 〈J・シユペルヴイエル〉 12 1953年10月01日_
すべての戦いの終わり

Ⅲ世界中のあわれな女たち ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

空 16 詩行動 3(9) 22 1953年09月01日_
空と汗

Ⅰ暁のレクイエム
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牡牛よ ［メフイストテレス］ 17 詩行動 2(1) 2 1952年01月01日_ 月明の下で ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 初出に「中島達夫に」の献辞がある。

埃まみれの空 ［金太中］ 20 詩行動 3(9) 22 1953年09月01日_
空と汗
Ⅰ暁のレクイエム

Ⅱ汗ばんだ掌
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

行列 〈ロオトレアモン〉 22 詩行動 3(6) 19 1953年06月01日_ 路々 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ T10に再録された際に「路」と改題。

詩行動 2(11) 12 1952年10月01日_ 秋の日の思想

現在 3 1952年10月15日_

霧 〈ある気象台長〉 26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

死人の髪 28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ T08では目次に記載されているのみ。

理解 〈P・エリエアール〉 32 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大きすぎる荷物 ［難波律郎］ 34 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

切り抜かれた空 36 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

帰つてきた子供たち 38 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

思い出された村 40 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

見る 43 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一回 44 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

探す 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

途 46 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

影を背中につけた動物たち ［三木稔］ 48 詩行動 2(3) 4 1952年03月01日_ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

言葉について 53 詩行動 2(8) 9 1952年08月01日_ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 ○

B C A C B C C C C A A A

目次

切り抜かれた空（中扉）

24血について

あとがき

［安東次男］

3(10)詩行動

○○○○○

初出オリジナル詩集

タイトル

○○○○

吊るされた者の木版画に

他人の空（中扉）

23

A＝本文末尾に〈すべての戦いのおわり　Ⅰ～Ⅲ〉

B＝総題「すべての戦いのおわり」１～３

C＝〈すべての戦いのおわり　Ⅰ～Ⅲ〉なし

「すべての戦いの終わり」については

下記のＡ、Ｂ、Ｃの３パターンがある。

再出
備考

編著者 題名 出版社 刊行年月日 備考

T00 他人の空 書肆ユリイカ 1953年12月15日_

T01 野間宏／著，安東次男／著（ほか） 戦後詩人全集　4 書肆ユリイカ 1954年12月_

T02 今日の詩人双書6　飯島耕一詩集 書肆ユリイカ 1960年01月_ 「覚え書」

T03 吉岡実／著，谷川俊太郎／著（ほか） 現代日本名詩集大成　11 創元社 1960年09月10日_

T04 飯島耕一／著，岩田宏／著（ほか） 現代詩大系　7 思潮社 1967年12月01日_ 「自作を語る」

T05 嶋岡晨，大野順一，小川和佑編 戦後詩大系　Ⅰ 三一書房 1970年09月30日_

T06 飯島耕一詩集　１　他人の空
山梨シルクセン
ター出版部

1971年10月20日_ 「あとがき」

T07 現代日本文學大系93　現代詩集 筑摩書房 1973年04月05日_

T08 大岡信 編 日本現代詩大系　13 河出書房新社 1976年07月15日_

T09 新選現代詩文庫103　新選飯島耕一詩集 思潮社 1977年06月01日_

T10 飯島耕一詩集　1 小沢書店 1978年01月15日_

T11 現代の詩人10　飯島耕一 中央公論社 1983年10月10日_ 「自作について」「年譜」

T12 飯島耕一・詩と散文　1 みすず書房 2000年10月05日_ 「作品ノート」「自筆略々年譜」
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Ⅱ．飯島耕一著作目録（稿）1951 年～1953 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．『他人の空』参考文献目録（稿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編著者 題名 出版社

12月01日_
ピエール・エマニ

ユエル／飯島耕

一訳
＃ピエール・エマニユエル詩集『自由はわれらの歩みを導く』序文より（一九四六年刊） 詩行動 1(1) 1 詩行動社

12月01日_ 飯島耕一 夜 詩行動 1(1) 1 詩行動社
未詳 飯島耕一 塑像 東京大学新聞

01月01日_
ジュール・シュペ

ルヴイエル／飯島

耕一訳
＃ジュール・シュペルヴイエル『詩人をめぐつて』より（詩集『誕生』一九五一年刊・附録） 詩行動 2(1) 2 詩行動社

01月01日_ 飯島耕一 月明の下で　★ 詩行動 2(1) 2 詩行動社
01月01日_ 飯島耕一 ＊雑記 詩行動 2(1) 2 詩行動社
02月01日_ 飯島耕一 蜥蜴 詩行動 2(2) 3 詩行動社
03月01日_ 飯島耕一 影を背中につけた動物たち　★ 詩行動 2(3) 4 詩行動社
04月01日_ 飯島耕一 ＊金子光晴論 詩行動 2(4) 5 詩行動社
05月01日_ 飯島耕一 影を背中につけた動物たち 詩行動 2(5) 6 詩行動社
06月01日_ 飯島耕一 橋とアルルカン 詩行動 2(6) 7 詩行動社
07月01日_ 飯島耕一 ビルの屋上での朝の歌 詩行動 2(7) 8 詩行動社
08月01日_ 飯島耕一 言葉について　★ 詩行動 2(8) 9 詩行動社
09月01日_ 飯島耕一 ＊選ばれた態度 詩行動 2(9) 10 詩行動社
10月01日_ 飯島耕一 ＊中原中也小論 詩行動 2(11) 12 詩行動社
10月01日_ 飯島耕一 秋の日の思想　★ 詩行動 2(11) 12 詩行動社
10月15日_ 飯島耕一 血について　★ 現在 3 現在の会

12月30日_ 飯島耕一 言葉について
詩学年鑑　1953年
版

7(12) 詩学社

01月01日_ 飯島耕一 言葉について 詩行動 3(1) 14 詩行動社
02月01日_ 飯島耕一 船尾につづく白い水尾　いささか前世紀風に 詩行動 3(2) 15 詩行動社
04月01日_ 飯島耕一 水兵記 詩行動 3(4) 17 詩行動社

05月01日_
アンリ・ミシヨオ／
飯島耕一訳 ＃アルフアベツト（エグゾルチスム） 詩行動 3(5) 18 詩行動社

06月01日_ 飯島耕一 路々 詩行動 3(6) 19 詩行動社
07月01日_ 飯島耕一 ＊現代詩の再生 詩行動 3(7) 20 詩行動社

09月01日_ 飯島耕一
空と汗（Ⅰ暁のレクイエム　Ⅱ汗ばんだ掌　Ⅲゆうぐれの印刷女工のレシタチイヴ　Ⅳ海
豚の夢）　★

詩行動 3(9) 22 詩行動社

10月01日_ 飯島耕一
すべての戦いの終わり（Ⅰ他人の空　Ⅱ砂の中には…　Ⅲ世界中のあわれな女たち）
★

詩行動 3(10) 23 詩行動社

11月01日_
アンリ・ミシヨオ
／飯島耕一訳

＃単純さ 詩行動 3(11) 24 詩行動社

12月01日_
無署名（児玉惇、
飯島耕一、平林
敏彦）

＊それぞれの渦流から、河へ―『詩行動』二年度の歩み― 詩行動 3(12) 25 詩行動社

12月15日_ 飯島耕一 『他人の空 : 飯島耕一詩集』 書肆ユリイカ
★＝『他人の空』収録

＃＝翻訳

＊＝評論

1953年

1952年

1951年

発表年月日 発表誌

編著者 題名 発表年月日 備考

S01 金太中 同人の顔（３）飯島耕一 詩行動 2(3) 4 詩行動社 1952年03月01日_

S02 村野四郎 （『他人の空』書評） 東京新聞

S03 中村稔 （『他人の空』書評）

S04 大岡信 書評　飯島耕一詩集　他人の空 詩学 9(3) 詩学社 1954年03月_

S05 金太中、難波律郎 〈書評〉飯島耕一詩集・他人の空 今日 1 書肆ユリイカ 1954年06月01日_

S06 安東次男 飯島耕一の詩 今日 2 書肆ユリイカ 1954年10月01日_

S07 岩田宏 飯島耕一論
今日の詩人双書6　飯島
耕一詩集

書肆ユリイカ 1960年01月_

S08 鮎川信夫 解説 現代詩大系　7 思潮社 1967年12月01日_

S09 岡田隆彦 飯島耕一論

S10 小川徹 飯島耕一における詩と真実

S11 清岡卓行 飯島耕一の詩 抒情の前線 新潮選書 1970年03月30日_

S12 山口雄二
詩とそれを教室で読むという行為―飯島
耕一「他人の空」の授業を終わって―

日本文学 20(6) 日本文学協会 1971年06月01日_

S13 工藤信彦 現代詩の解釈と鑑賞事典 旺文社 1979年０3月_

S14 郷原宏 現代詩の110人を読む
國文學 : 解釈と教材の研
究

27(6) 學燈社 1982年04月_

S15 平出隆 鑑賞

S16 黒井千次 黒い空の旅人

S17 鮎川信夫、吉本隆明 戦後詩を読む 詩の読解 思潮社 1985年11月01日_

S18 高柳誠
廃墟の〈空〉からの出発―飯島耕一『他人
の空』試論

論叢 (29) 玉川大学文学部 1989年03月_

S19 大岡信 飯島耕一・詩のありか　１ 飯島耕一・詩と散文　1 みすず書房 2000年10月05日_

S20 辻一郎
飯島耕一『他人の空』について―空の語を
めぐって

旭川国文 18
北海道教育大学旭川分
校国語国文学研究室

2003年03月31日_

S21
北川透、吉田文憲、

野村喜和夫、蜂飼耳 戦後詩、二人の問いかけ

S22 岡井隆 飯島耕一、辻井喬を悼む

S23 中村稔 開花と成熟　インタビュー

S24 新倉俊一 治癒としての詩

S25 嶋岡晨 飯島耕一の〈空〉へ

S26 天沢退二郎 飯島耕一さんを遠くから送る言葉

S27 井川博年 「下井草の若い詩人」

S28 建畠晢 比喩の両義性　飯島耕一へのイマージュ

S29 平林敏彦、三浦雅士
戦後詩のコアはどこにあるのか　詩誌「今
日」という出発の場所から

現代の詩人10　飯島耕一 1983年10月10日_

思潮社

未確認。年譜（『現代の詩人10

飯島耕一』 1983.10.20　中央
公論社）による。

所収

思潮社
現代詩文庫10 飯島耕一
詩集

1968年07月01日_

2014年02月01日_現代詩手帖 57(2)

中央公論社
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⑤ 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 

                  

①天沢退二郎訳『ヴィヨン詩集成』（2000.9.25 白水社） 

②” La Gazette du Canal n° 32 - Histoire” 

http://lagazetteducanal.free.fr/n32/n32_hist.html 

③François Villon” Œuvres” 

 Classiques Garnier, 1970, Nouv. éd” 
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Ⅴ
．
年
譜
・回
想 

①
年
譜
（『
現
代
の
詩
人1

0

飯
島
耕
一
』 1

9
8
3
.1

0
.2

0
 

中
央
公
論
社
） 

 

昭
和
十
七
年 
一
九
四
二
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
歳 

四
月
、
岡
山
二
中
（
現
操
山
高
校
）
に
入
る
。
前
年
十
二
月
八
日
、
太
平

洋
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
中
学
三
年
の
途
中
か
ら
勤
労
動
員
で
旭
川

河
口
の
造
船
造
機
工
場
に
行
く
（
そ
れ
ま
で
は
勤
労
奉
仕
で
よ
く
田
植
、

稲
刈
り
、
麦
刈
り
に
行
き
、
農
村
を
知
っ
た
）。
鋳
物
工
見
習
と
し
て
特
殊

潜
水
艦
の
部
品
を
つ
く
っ
て
い
た
が
、
一
つ
も
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
工
場
と
い
う
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
知
っ
た
。 

こ
の
頃
か
ら
戦
後
二
、
三
年
の
あ
い
だ
食
糧
事
情
が
わ
る
く
、
つ
ね
に
空

腹
で
あ
っ
た
。
四
年
に
な
り
、
陸
軍
航
空
士
官
学
校
を
受
け
る
。
級
友
で

陸
軍
幼
年
学
校
を
は
じ
め
、
陸
士
、
海
兵
、
予
科
練
に
行
っ
た
者
が
何
人

も
い
た
。
六
月
二
十
九
日
、
米
軍
の
空
襲
に
よ
り
岡
山
市
は
壊
滅
状
態
と

な
り
、
自
宅
も
消
失
し
た
。
八
月
十
五
日
、
寄
寓
先
の
岡
山
市
近
郊
庭
瀬

町
で
、
敗
戦
の
詔
勅
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
く
。
そ
れ
以
前
、
八
月
十
日
頃
、

八
月
二
十
日
に
入
校
せ
よ
と
い
う
航
空
士
官
学
校
合
格
の
通
知
を
受
け

と
っ
た
。
し
き
り
に
焼
け
野
原
と
な
っ
た
岡
山
を
歩
く
。
破
れ
た
水
道
管

か
ら
水
が
吹
き
出
し
て
い
た
。 

 

昭
和
二
十
一
年 

一
九
四
六
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
六
歳 

岡
山
市
に
戻
る
。
駅
前
の
闇
市
場
の
思
い
出
、
は
じ
め
て
見
る
古
い
フ
ラ

ン
ス
映
画
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
思
い
出
。
四
月
、
旧
制
六
高
文
科
丙
類

に
入
っ
た
。
学
校
の
復
興
資
金
を
集
め
る
た
め
、
劇
団
を
つ
く
り
、
役
者

と
な
り
、
岡
山
県
下
を
旅
興
行
し
て
ま
わ
る
。
小
説
を
多
く
読
む
。
六
高

の
二
年
に
な
る
と
、
岡
山
の
東
端
の
山
に
あ
る
寺
に
下
宿
、
同
じ
寺
に
い

た
同
級
生
中
島
達
夫
が
詩
作
し
て
い
る
の
を
知
り
、
自
分
も
書
い
て
み
た
。

中
島
か
ら
西
脇
順
三
郎
の
『
あ
む
ば
る
わ
り
あ
』『
旅
人
か
へ
ら
ず
』（
東

京
出
版
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
詩
集
を
示
さ
れ
る
。
高
校
の
図
書
館
か
ら

借
り
出
し
て
朔
太
郎
を
読
む
。
当
時
再
版
が
出
た
『
青
猫
』
を
買
う
。
岡

山
市
か
ら
汽
車
で
二
十
分
ほ
ど
の
村
に
永
瀬
清
子
を
し
ば
し
ば
訪
ね
、
永

瀬
清
子
の
詩
と
、
彼
女
に
見
せ
ら
れ
た
シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
の
詩
（
堀
口

大
学
訳
）
の
影
響
を
受
け
る
。
中
原
中
也
を
読
む
。
小
林
秀
雄
訳
『
ラ
ン

ボ
ー
詩
集
』
に
感
銘
を
受
け
る
。 

 

昭
和
二
十
四
年 

一
九
四
九
年 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
九
歳 

四
月
、
東
大
仏
文
科
に
入
る
。
同
じ
六
高
か
ら
同
時
に
仏
文
に
入
っ
た
栗

田
勇
と
よ
く
つ
き
合
い
、
文
学
的
刺
激
を
受
け
、
ま
た
多
く
の
人
に
紹
介

さ
れ
る
。
富
永
太
郎
を
読
む
。
一
級
下
に
金
太
中
と
い
う
一
高
か
ら
来
た

詩
人
が
い
て
、
栗
田
、
金
と
と
も
に
一
九
五
〇
年
、
ガ
リ
版
の
詩
誌
『
カ

イ
エ
』
を
創
刊
す
る
。『
カ
イ
エ
』
を
送
っ
た
こ
と
か
ら
安
東
次
男
を
知
り
、

以
後
久
し
く
親
交
を
結
ぶ
。
柴
田
元
男
ら
の
同
人
詩
誌
『
詩
行
動
』
の
創

刊
に
参
加
、
こ
こ
で
一
九
五
二
年
に
、
詩
集
『
他
人
の
空
』
の
原
型
と
な

る
詩
を
書
き
、
は
じ
め
て
詩
が
書
け
た
と
の
感
じ
を
つ
か
む
。『
詩
行
動
』

の
集
り
で
、
二
度
金
子
光
晴
に
会
う
。
金
太
中
の
紹
介
で
、
国
文
科
在
学

中
の
大
岡
信
を
知
る
。 

 

昭
和
二
十
七
年 

一
九
五
二
年 

 
 
 
 
 
 
 

二
十
二
歳 

三
月
、
大
学
を
卒
業
、
た
だ
ち
に
保
健
同
人
社
に
入
り
、
一
年
余
、
厚
生

省
や
各
病
院
療
養
所
を
駆
け
ま
わ
る
。 

 

昭
和
二
十
八
年 

一
九
五
三
年 

 
 
 
 
 
 
 

二
十
三
歳 

六
月
、
目
的
も
な
く
、
あ
て
も
な
い
ま
ま
に
退
社
。
こ
れ
か
ら
何
を
し
よ

う
か
と
迷
う
。
こ
の
夏
、『
他
人
の
空
』
の
一
連
の
詩
を
書
き
、
十
二
月
に

書
肆
ユ
リ
イ
カ
（
伊
達
得
夫
と
い
う
三
十
歳
を
越
え
た
ば
か
り
の
人
が
、

社
長
兼
編
集
者
で
、
ほ
と
ん
ど
一
人
で
や
っ
て
い
た
小
出
版
社
）
か
ら
自

費
出
版
し
た
。
自
費
出
版
は
こ
の
時
だ
け
で
、
本
が
出
来
た
時
は
嬉
し
か

っ
た
。
金
太
中
と
二
人
で
印
刷
屋
に
受
け
と
り
に
行
き
、
祝
盃
を
あ
げ
た
。

二
百
五
十
部
、
費
用
は
作
曲
家
の
三
木
稔
（
六
高
で
一
級
下
）
が
、
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
で
尾
高
賞
を
と
り
、
そ
の
賞
金
の
一
部
を
ま
わ
し
て
く
れ
た
の

だ
っ
た
。『
東
京
新
聞
』
に
村
野
四
郎
の
、『
詩
学
』
に
大
岡
信
の
書
評
が

出
た
。
木
原
孝
一
の
編
集
し
て
い
た
雑
誌
『
詩
学
』
か
ら
詩
の
依
頼
が
あ

る
。
同
じ
『
詩
学
』
で
暮
れ
に
「
二
十
代
の
発
言
」
と
い
う
座
談
会
が
あ

り
、
谷
川
俊
太
郎
、
大
岡
信
、
中
村
稔
、
川
崎
洋
ら
と
出
席
す
る
。 

 

②
「
あ
と
が
き
」（『
飯
島
耕
一
詩
集
１
他
人
の
空
』 1

9
7
1
.1

0
.2

0  

山
梨

シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
） 

  

ぼ
く
の
詩
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
「
他
人
の
空
」「
砂
の
中
に

は
」「
世
界
中
の
あ
わ
れ
な
女
た
ち
」
の
三
篇
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
も

の
を
書
く
ま
で
に
五
年
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
。
一
九
四
七
年
か
ら
五
二

年
ま
で
だ
。
こ
の
三
篇
が
書
け
て
よ
う
や
く
詩
を
書
き
つ
づ
け
る
出
発
点

を
つ
か
ん
だ
。 

 

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
詩
の
背
景
は
四
五
年
の
敗
戦
だ
が
、
ぼ
く
ら
が
中
学

生
と
し
て
勤
労
動
員
に
行
っ
て
い
た
河
口
の
埋
立
地
の
工
場
風
景
が
つ

き
ま
と
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
前
に
こ
の
工
場
の
あ
っ
た
場
所

が
空
港
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
を
聞
き
、
最
近
そ
こ
を
訪
ね
て
み
た
。

当
時
を
思
わ
せ
る
家
が
何
軒
か
残
っ
て
お
り
、
川
は
二
十
七
年
前
と
変
ら

な
か
っ
た
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
船
で
通
っ
て
い
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は

ま
っ
た
く
夢
の
よ
う
で
あ
り
、
薄
気
味
が
わ
る
い
よ
う
な
気
さ
え
し
た
。

何
だ
か
な
じ
め
な
い
空
が
あ
り
地
が
あ
っ
た
。 

 

③
「
谷
川
俊
太
郎
論
」（「
展
望
」20

1
 

1
9
7
5
.9

→
『
塔
と
蒼
空
』19

7
7
.2

.4
  

昭
森
社
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谷
川
も
あ
る
と
こ
ろ
で
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
わ
れ
わ
れ
は
何
回

か
、
互
い
の
詩
を
め
ぐ
っ
て
文
通
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
ぼ
く
と
し
て
も

め
っ
た
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
谷
川
の
手
紙
は
ぼ
く
に
と
っ

て
は
な
か
な
か
刺
激
的
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
五
四
年
の
夏
頃
か
ら
大
岡
信

が
詩
論
を
発
表
し
は
じ
め
、
そ
の
頃
結
核
療
養
所
に
い
た
ぼ
く
は
、
そ
れ

を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
ん
で
刺
激
を
受
け
た
が
、
こ
の
谷
川
の
手
紙
も
ぼ

く
に
影
響
し
た
。
谷
川
、
大
岡
か
ら
は
、
ほ
ぼ
同
年
の
詩
人
と
し
て
こ
の

一
九
五
四
年
と
い
う
年
に
も
っ
と
も
多
く
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
と
き
谷
川
俊
太
郎
が
ぼ
く
に
あ
た
え
た
も
の
は
次
の
一
句
に
尽

き
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
き
た
の
だ
。「
雪
空
は
か
え
っ
て
安
心
出

来
、
晴
れ
た
青
空
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い
」 

 

こ
の
「
雪
空
」
と
い
う
の
は
、
ぼ
く
が
自
分
の
詩
集
の
冒
頭
に
、「
私
は

そ
の
建
物
を
、
圧
し
つ
け
る
よ
う
な
午
後
の
雪
空
の
下
に
し
か
見
た
こ
と

が
な
い
」
と
い
う
富
永
太
郎
の
詩
句
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
引
用
し
た
、

そ
の
「
雪
空
」
の
こ
と
で
あ
る
（
富
永
の
散
文
詩
「
鳥
獣
剥
製
所
」
よ
り
）。 

 

こ
の
谷
川
の
一
行
に
虚
を
突
か
れ
た
。 

 

ぼ
く
は
空
の
詩
ば
か
り
を
書
き
な
が
ら
、
青
空
の
こ
と
を
完
全
に
忘
れ

去
っ
て
い
た
。
そ
の
ぼ
く
に
彼
は
青
空
、
し
か
も
「
晴
れ
た
青
空
ほ
ど
恐

ろ
し
い
も
の
は
な
い
」
と
い
う
一
句
を
突
き
つ
け
て
き
た
の
だ
っ
た
。 

『
他
人
の
空
』
に
は
青
空
と
い
う
単
語
は
一
つ
し
か
な
い
。
ぼ
く
は
う
な

だ
れ
て
歩
き
、
頭
上
に
ま
る
で
蓋
の
よ
う
に
蔽
い
か
ぶ
さ
る
曇
り
空
を
感

じ
て
い
た
。
青
空
の
日
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
青
空
を
美
し
い
な
ど
と
思
っ

た
こ
と
は
戦
後
一
度
も
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。
原
爆
以
後
の

空
な
の
だ
。
戦
中
の
空
は
し
ば
し
ば
美
し
か
っ
た
。
戦
中
の
青
空
は
匍
い

つ
く
ば
る
よ
う
に
し
て
逃
げ
る
ぼ
く
た
ち
の
頭
を
め
が
け
て
、
機
銃
掃
射

を
浴
び
せ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
艦
載
機
が
身
を
ひ
る
が
え
し
て
去
る
と
、

青
空
は
美
し
か
っ
た
。
夜
空
は
バ
ッ
と
割
れ
て
、
花
火
を
降
ら
し
た
。
空

襲
の
夜
空
は
美
し
か
っ
た
。
あ
ん
な
に
き
れ
い
な
花
火
を
見
た
こ
と
は
な

い
。
限
の
醒
め
る
よ
う
な
花
々
が
夜
空
に
い
っ
ぱ
い
に
散
ら
ば
り
、
き
わ

め
て
ゆ
っ
く
り
と
舞
い
落
ち
て
き
た
。
ぼ
く
は
ほ
と
ん
ど
う
っ
と
り
と
し

て
い
た
。
そ
の
花
々
は
地
面
に
触
れ
る
や
否
や
、
お
そ
ろ
し
い
火
の
バ
タ

ー
と
な
っ
て
燃
え
あ
が
り
、
地
面
を
な
め
ま
わ
っ
た
。
油
脂
焼
夷
弾
だ
っ

た
。
そ
の
日
々
か
ら
八
年
経
っ
て
、「
晴
れ
た
青
空
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
は

な
い
」
と
い
う
一
句
を
聞
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
ぼ
く
は
青
空
と
い

う
語
を
発
見
し
た
。 

 

④
「
夏
の
た
め
の 

 

大
岡
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と
の
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と
」（「
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そ
れ
か
ら
「
現
代
評
論
」
と
い
う
雑
誌
が
出
て
、
清
岡
卓
行
と
知
り
合

っ
た
の
は
二
十
九
年
の
春
だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
大
岡
と
い
っ
し
ょ
に
な

っ
た
。
創
刊
号
に
大
岡
と
ぼ
く
の
詩
が
並
ん
で
出
た
。
そ
の
ま
え
に
二
十

八
年
十
二
月
に
出
た
『
他
人
の
空
』
の
書
評
を
、
大
岡
は
雑
誌
「
詩
学
」

に
書
い
て
く
れ
、
こ
の
書
評
に
も
感
心
し
た
。
ぼ
く
は
自
分
の
こ
と
を
書

い
て
く
れ
た
大
岡
の
書
評
に
影
響
を
受
け
た

、
、
、
、
、
、
の
で
あ
る
。「
自
分
を
も
っ

と
前
面
に
出
せ
。
客
観
風
に
装
う
よ
り
も
」
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
が
書

い
て
あ
っ
た
。
大
岡
と
真
に
会
っ
た

、
、
、
、
と
言
え
る
の
は
、
こ
の
と
き
だ
っ

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
大
岡
・
飯
島
と
か
、
飯

島
・
大
岡
と
い
う
ふ
う
に
い
つ
も
並
称
さ
れ
る
よ
う
な
関
係
が
で
き
て
し

ま
っ
た
。 

 

⑤
「
自
作
に
つ
い
て
」（『
現
代
の
詩
人1

0

飯
島
耕
一
』19

8
3
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0
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遠
い
遠
い
思
い
出
を
探
っ
て
、
詩
を
書
き
は
じ
め
た
十
代
の
終
り
頃
の

こ
と
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
戦
後
二
年
目
の
一
九
四
七
年
頃
、
下
宿
で

同
じ
部
屋
に
い
た
高
校
の
同
級
生
N
の
真
似
を
し
て
、
何
や
ら
紙
に
文

字
を
並
べ
て
い
る
自
分
の
姿
が
見
え
て
来
る
。
十
七
歳
に
な
っ
て
間
も
な

い
頃
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
『
悪
の
華
』（
村
上
菊
一
郎

訳
）
と
、
朔
太
郎
の
『
青
猫
』
は
読
ん
で
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
象
徴
派
後
期

と
い
う
の
か
黄
昏
派
と
い
う
の
か
、
月
や
蝶
や
他
の
出
て
来
る
影
の
よ
う

な
詩
を
書
い
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
こ
と
ば
を
並
べ
、
置
き
換
え
る
こ
と

が
面
白
く
て
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
N
は
立
原
道
道
風
の
詩
を
書
い

て
い
た
。 

 
そ
の
う
ち
岡
山
市
の
近
く
に
永
瀬
清
子
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
の
を
知

り
、
彼
女
に
見
せ
た
詩
は
、
打
っ
て
変
っ
て
午
前
十
時
の
街
頭
の
風
景
の

詩
で
、
そ
の
街
の
一
点
に
お
い
て
、
人
々
の
視
線
が
一
つ
に
ま
じ
り
合
う

輝
か
し
い
一
瞬
を
定
着
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ユ
ナ
ニ
ミ
ス
ム

風
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
詩
は
ち
ょ
っ
と
気
に
入
っ
て
い
た
。
初
恋

の
詩
も
い
く
つ
か
書
い
た
。 

 

十
九
歳
で
東
京
へ
出
て
来
て
か
ら
は
テ
ー
マ
が
変
っ
て
戦
争
の
イ
メ

ー
ジ
の
詩
と
な
っ
た
。
加
藤
周
一
ら
の
紹
介
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
ナ
チ

レ

ジ

ス

タ

ン

ス

抵
抗
運
動
の
詩
を
読
ん
だ
影
響
が
つ
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
四
年

目
だ
っ
た
。
海
底
に
い
ま
も
巨
大
な
軍
艦
が
沈
み
、「
怨
嗟
の
声
は
そ
こ
か

ら
こ
だ
ま
し
て
」「
造
船
工
場
の
赤
ち
ゃ
け
た
タ
ー
ビ
ン
に
は
／
ひ
か
ら

び
た
海
藻
と 

砂
粒
と
／
か
さ
な
る
よ
う
に
匐
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
も

の
で
、
造
船
工
場
と
い
う
の
は
、
中
学
時
代
に
勤
労
動
員
で
通
っ
た
造
船

工
場
か
ら
来
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。 

 

次
に
は
金
子
光
晴
、
富
永
太
郎
、
安
東
次
男
の
影
響
の
あ
ら
わ
な
一
連

の
詩
を
書
い
た
。
そ
し
て
あ
れ
は
一
九
五
二
年
、
二
十
二
歳
の
時
、「
空
と

汗
」
と
い
う
当
時
と
し
て
は
全
力
投
球
の
長
い
詩
を
、『
詩
行
動
』
の
最
後

の
号
に
発
表
し
た
。
こ
の
時
、
何
か
が
つ
か
め
た
よ
う
な
気
が
し
た
の
を

覚
え
て
い
る
。 

  
 

（「
空
と
汗
」
第
二
連
ま
で
引
用
） 

  

こ
れ
が
「
空
と
汗
」
の
「Ⅰ

 

暁
の
レ
ク
イ
エ
ム
」
の
三
分
の
二
ほ
ど

の
引
用
で
、
こ
の
あ
と
「Ⅱ

 

汗
ば
ん
だ
掌
」「Ⅲ

 

ゆ
う
ぐ
れ
の
印
刷
女

工
の
レ
シ
タ
テ
ィ
ヴ
」「Ⅳ

 

海
豚
の
夢
」
と
続
き
、
全
体
で
八
十
行
足
ら

ず
の
、
わ
た
し
と
し
て
は
劃
期
的
に
長
い
詩
で
あ
っ
た
。「
印
刷
女
工
」
の

出
て
来
る
と
こ
ろ
は
、
ラ
ン
ボ
ー
の
「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
マ
リ
ー
の
手
」
の
影

響
だ
っ
た
。 

 

や
が
て
翌
五
三
年
の
夏
、
こ
の
詩
を
も
と
に
し
て
、『
他
人
の
空
』
の
一

連
の
詩
を
一
、
二
カ
月
の
間
に
書
い
た
。
わ
た
し
は
二
十
三
歳
に
な
っ
て

い
た
。「
空
と
汗
」
は
、
よ
う
や
く
空
と
い
う
テ
ー
マ
を
発
見
し
た
、
わ
た

し
と
し
て
は
記
念
す
べ
き
詩
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
海
中
、
海
底
の
イ
メ

ー
ジ
が
多
か
っ
た
の
だ
。 

 

と
も
か
く
『
他
人
の
空
』
以
前
に
、
数
年
間
の
手
探
り
の
、
暗
中
模
索

の
時
代
が
あ
っ
た
。
二
十
歳
前
後
の
こ
と
で
、『
カ
イ
エ
』
や
『
詩
行
動
』

の
詩
の
集
ま
り
に
行
く
の
が
楽
し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

⑥
「
作
品
ノ
ー
ト
」（『
飯
島
耕
一
・
詩
と
散
文
』
１ 

2
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0
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Ⅰ

は
二
十
代
前
半
の
詩
集
『
他
人
の
空
』（
全
）
と
、『
わ
が
母
音
』
か

ら
の
四
篇
で
構
成
し
た
。 

 

『
他
人
の
空
』
も
『
わ
が
母
音
』
も
故
伊
達
得
夫
が
編
集
者
兼
社
主
と

し
て
、
た
っ
た
一
人
で
や
っ
て
い
た
書
肆
ユ
リ
イ
カ
か
ら
の
出
版
だ
っ
た
。 

 

『
他
人
の
空
』
の
原
稿
は
、
銀
座
松
屋
裏
の
ス
エ
ヒ
ロ
近
く
に
あ
っ
た
、

そ
の
頃
の
彼
の
事
務
所
に
届
け
た
が
（
安
東
次
男
の
紹
介
だ
っ
た
）、
そ
の

日
の
こ
と
は
今
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
一
九
五
三
年
の
夏
の
終
り
の
あ
る

午
後
だ
っ
た
と
思
う
。
机
上
に
は
山
本
太
郎
の
『
歩
行
者
の
祈
り
の
唄
』

の
原
稿
が
、
う
ず
高
く
（
そ
の
よ
う
に
見
え
た
）
積
ん
で
あ
っ
た
。
わ
た

し
の
処
女
詩
集
の
原
稿
の
量
は
そ
れ
に
較
べ
る
と
い
か
に
も
少
な
か
っ

た
。
伊
達
は
一
枚
一
枚
、
原
稿
を
め
く
っ
て
、
時
間
を
か
け
て
全
部
に
限

を
通
し
、
三
十
歳
を
越
え
て
ま
も
な
い
年
だ
っ
た
の
だ
が
、
重
々
し
く
、

「
い
い
で
し
ょ
う
。
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
こ
ち
ら
は
緊
張
し
て

い
た
。
二
十
三
歳
の
時
で
、
そ
の
年
十
二
月
十
五
日
に
二
百
五
十
部
限
定

で
刷
り
上
が
っ
た
。
頒
価
は
百
八
十
円
。
自
費
出
版
だ
っ
た
。
表
紙
は
フ

ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
に
よ
る
何
か
の
文
学
史
に
載
っ
て
い
た
絞
首

台
の
絵
で
、
し
か
し
深
刻
な
図
柄
で
は
な
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
そ
れ
で
、
社

主
自
ら
が
更
に
そ
れ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。『
他
人
の
空
』
は
今
回
、「
帰
っ

て
き
た
子
供
た
ち
」
と
い
う
作
品
の
子
供
が
「
小
供
」
と
な
っ
て
い
る
の

を
「
子
供
」
と
直
し
た
以
外
は
、
一
九
五
三
年
の
初
版
『
他
人
の
空
』
の

ま
ま
に
復
原
し
た
。 
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Ⅵ
．
「詩
行
動
」発
表
作
品
か
ら 

 

①
「
夜
」
（
「
詩
行
動
」1

号 
1
9
51

年12

月
） 

 

そ
こ
の
知
れ
な
い
夜
で
あ
っ
た
。 

一
群
の
動
物
た
ち
は 

な
ま
あ
っ
た
か
い
風
を
と
も
な
っ
て
こ
こ
を
過
ぎ
、 

と
き
お
り
か
い
ま
み
る
月
光
に 

僕
は
と
お
く 

海
を
飲
み
干
し
て
い
る
。 

こ
の
地
上
に 

す
べ
て
美
し
い
も
の
は
拒
ま
れ
よ
う
。 

 

海
底
に
は 

巨
大
な
軍
艦
が
沈
み 

怨
嗟
の
声
は
そ
こ
か
ら
こ
だ
ま
し
て
、 

造
船
工
場
の
赤
ち
ゃ
け
た
タ
ー
ビ
ン
に
は 

ひ
か
ら
び
た
海
藻
と 

砂
粒
と 

か
さ
な
る
よ
う
に
匐
っ
て
い
る
。 

―
―
が
ら
ん
ど
う
の
風
景
に
垂
れ
さ
が
る 

夜
の
雲
の
む
れ
む
れ
よ
。 

 

む
ざ
ん
に
も
顔
を
も
ぎ
と
ら
れ
た
女
ど
も
は 

季
節
は
ず
れ
の
タ
ン
ポ
ポ
の
ご
と
く 

す
さ
ま
じ
い
哄
笑
を
ま
き
ち
ら
し
て 

陥
穽
を
は
す
か
い
に
踊
っ
て
ゆ
く
。 

あ
あ 

く
ち
ご
も
る 

不
信
の
歌
よ
。 

く
ず
れ
お
ち
る 

つ
ち
く
れ
よ
。 

た
だ
囚
わ
れ
の
街
は
し
ん
か
ん
と 

け
も
の
の
身
を
よ
こ
た
え
る
。 

  

②
「
月
明
の
下
で
」（「
詩
行
動
」2

号 
1
9
5
2

年1

月
） 

 

中
島
達
夫
に 

 

牡
牛
よ
！ 

屠
殺
場
の
柵
に
も
た
れ 

お
ま
え
は 

最
後
の
草
を 

食
ん
で
い
た
。 

 

か
の
善
良
だ
っ
た
山
椒
魚
よ
！ 

お
ま
え
は 

そ
の
い
か
つ
い
頭
蓋
を
割
ら
れ 

血
の
り
に
ま
み
れ 

葡
つ
て
い
る
。 

 

む
ら
が
り 

し
め
つ
け
る
蜘
蛛
の
手
は 

顔
を
も
た
な
い
追
跡
者
！ 

人
よ 

お
ま
え
の
穢
れ
た
咽
喉
首
は 

蠍
の
腹
で
く
び
く
く
れ
。 

 

心
臓
よ 

怯
え
る
心
臓
の
不
整
樽
音
は 

蛙
の
五
つ
の
指
を
ひ
ら
い
て 

あ
る
お
そ
ろ
し
い
予
感
に
ひ
た
さ
れ
て
い
る
！ 

 

―
―
月
は
明
る
い 

月
は
あ
の
大
洪
水
以
前
に
く
ら
べ 

い
さ
さ
か
た
り
と
そ
の
光
を
弱
め
て
い
な
い
。 

 

牡
牛
よ 

屠
殺
場
の
柵
に
も
た
れ 

お
ま
え
は 

最
後
の
草
を 

食
ん
で
い
る
。 

 

今
宵 

わ
す
ら
れ
た
死
者
た
ち
は 

過
ぎ
た
日
の
苦
が
い
追
憶
を
噛
み
な
が
ら 

タ
ン
ゴ
に
腕
を 

ゆ
す
つ
て
い
る
。 

  

③
「
影
を
背
中
に
つ
け
た
動
物
た
ち
」
（
「
詩
行
動
」4

号 
195

2

年3

月
） 

 

…
…
ひ
そ
や
か
に 

ま
る
で
夕
暮
の
よ
う
に
や
つ
て
き
て 

燭
台
を
た
お
し
て
行
つ
た
の
は 

誰
？ 

二
つ
の
影
が 

ふ
い
に
壁
に
大
き
く
ゆ
ら
め
い
た
。 

曇
り
硝
子
の
水
族
館
の
窓
に 

お
ま
え
の
渦
巻
い
て
い
る
髪
は
海
藻
の
よ
う
に
揺
れ
て
、 

お
ま
え
の
両
眼
は
ま
ひ
る
の
熱
帯
魚
の
よ
う
に
光
つ
て
…
… 

消
え
て
ゆ
く
…
…
泡 

て
ん
て
ん
と
し
た
た
る 

血
の
色
の 

菫
…
… 

（
や
も
り
は
そ
こ
に
白
い
腹
を
ぴ
つ
た
り
と
つ
け
て 

ひ
そ
ひ
そ
と
さ
さ
や
い
て
） 

 

突
然
！ 

声
も
と
ど
か
な
い
距
離
が 

お
そ
ろ
し
い
予
感
の
網
を
投
げ
る
。 

そ
こ
に
ひ
き
さ
か
れ
る
の
は
僕
た
ち
の
二
つ
の
影
。 

僕
た
ち
の
小
さ
な
額
は 

カ
イ
ン
の
末
裔
だ
。 

昨
日
癒
え
た
傷
口
に 

ふ
た
た
び
負
う
た
裂
傷
は 

開
か
れ
た
は
な
び
ら
の
よ
う
に
。 

 

ふ
と 

石
畳
の
坂
道
を
か
け
過
ぎ
る 

足
早
や
の
動
物
た
ち
。 

そ
の
背
に 

く
だ
け
た 

た
ま
ゆ
ら
の
水
晶
の
光
…
… 

（
か
れ
ら
は
追
放
さ
れ
た
ノ
ア
の
時
代
の 

影
を
背
中
に
つ
け
た
動
物
た
ち
の
よ
う
だ
。） 

 

だ
ま
つ
て 

二
つ
の
影
は
一
つ
に
か
さ
な
り
、 

僕
た
ち
は
わ
す
ら
れ
た
行
方
不
明
者
の
よ
う
に 

そ
し
て
と
お
い
あ
の
日
の
海
鳴
り
の
記
憶
に 

わ
な
な
い
て
い
る 

僕
た
ち
の 

薔
薇
色
の
心
臓
を
ゆ
す
る
。 

難
破
し
た
汽
船
の 

破
れ
た

ハ

ツ

チ

艙
口
の
よ
う
に
。 

  
 
 
 

上
の
方
で
は 

四
○
年
の
死
者
た
ち
の 

苦
が
い
追
憶
に
眠
ら
れ
ぬ
声
…
… 

 
 
 
 

下
界
で
は 

都
市
と
村
落
と
、
そ
し
て
く
す
ん
だ

グ

レ

イ

灰
色
の
屋
根
と 

ふ
た
た
び
つ
け
は
じ
め
た
石
の

か

お

表
情 

沈
黙
を
し
か
語
ら
ぬ 

お
び
え
た
よ
う
な
石
の
花
…
… 

 

曇
り
硝
子
の
水
族
館
の
窓
、 

海
藻
の
よ
う
に
揺
れ
る
渦
ま
い
て
い
る
お
ま
え
の
髪
、 

お
ま
え
の
両
眼
は
ま
ひ
る
の
熱
帯
魚
の
よ
う
に
光
つ
て
、 

 

あ
あ 

燭
台
を
た
お
し
た
の
は
、
そ
し
て 

ま
る
で
夕
暮
の
よ
う
に
立
去
つ
た
の
は 

誰
？ 

  

④
「
金
子
光
晴
論
」
（
「
詩
行
動
」5  

19
52

年4

月1

日
） 

 

 

い
き
る
た
め
に
う
ま
れ
て
き
た
や
つ
ら
に
と
つ
て
、
す
べ
て
は
い

き
る
た
め
の
こ
と
で
あ
つ
た
。 

 

そ
れ
だ
の
に
、
や
つ
ら
は
を
か
し
い
ほ
ど
こ
ろ
こ
ろ
と
死
ん
で
い

つ
た
。
（
引
用
者
注
、
「
泡
」
［
詩
集
『
鮫
』
所
収
］
） 

 

こ
れ
は
詩
句
と
は
云
い
難
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
さ
し
く
詩
的
表
現
で

は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
彼
の
死
に
は

な
ま生

な
言
葉
、
散
文
の
き
り
ぬ
き
に

等
し
い
部
分
が
著
し
い
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
あ
か
ら
さ
ま
な
彼
の
説
明

乃
至
は
意
見
が
、
彼
の
詩
を
陳
腐
な
も
お
と
し
て
い
る
こ
と
も
蔽
い
が
た

い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
い
ま
不
幸
に
も
い

た
い
た
し
い
実
感
を
加
え
て
、
わ
れ
わ
れ
の
切
実
な
問
題
と
な
つ
て
い

る
。
作
家
と
は
つ
ね
に
自
ら
に
と
つ
て
、
同
時
に
他
の
す
べ
て
を
予
想
し

て
、
最
も
重
要
で
、
根
元
的
な
問
題
に
謎
を
か
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

時
代
現
実
、
社
会
現
実
の
（
戦
争
、
、
に
最
も
端
的
に
あ
ら
わ
れ
た
）
愚
か
し

い
こ
と
ど
も
に
眼
を
塞
い
で
い
る
こ
と
の
で
き
な
か
つ
た
、
そ
し
て
自
己

の
安
定
し
た
秩
序
、
独
立
し
た
、
い
わ
ば
ヴ
ア
レ
リ
イ
的
世
界
の
中
に
逃

げ
こ
ん
で
い
る
こ
と
の
で
き
な
か
つ
た
（
批
評
家
と
し
て
の
）
金
子
の
、

社
会
的
責
任
を
自
覚
し
た
態
度
。
た
と
え
そ
の
詩
が
発
表
で
き
な
か
つ
た

に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
読
み
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
彼
の

詩
の
役
目
は
、
『
落
下
傘
』
の
あ
と
が
き
ど
お
り
、
事
実
ま
だ
ま
だ
こ
れ

、
、
、
、
、
、

か
ら
、
、
の
も
の
ら
し
い
。 

 

詩
を
書
く
と
い
う
行
為
が
ひ
と
つ
の
苦
役
で
あ
り
、
こ
の
現
実
に
生
を
え

ら
ん
だ
、
わ
れ
わ
れ
の
自
己
証
明
、
苦
が
い
存
在
証
明
の
普
遍
化
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
わ
れ
わ
れ
の
立
つ
て
い
る
状
況
が
不
幸
だ
と
い
う

こ
と
だ
。
或
る
意
味
で
は
わ
れ
わ
れ
の
詩
は
不
毛
を
の
み
約
束
さ
れ
、
運

命
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
言
い
方
す
ら
不
自
然
で
な
く
な
つ
て
く

る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
激
動
す
る
苦
難
に
み
ち
た
現
実
を
、
エ
マ
ニ
ユ
エ

ル
の
云
う
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
人
間
性
の
偉
大
な
神
話
に
ま
で
高
め
る
こ

と
こ
そ
詩
人
の
役
目
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
今
日
の
世
界
に
お
け
る
人
間

の
位
置
の
理
解
に
こ
れ
ま
で
も
つ
と
も
接
近
し
た
も
の
は
詩
の
な
か
に

あ
る
」
（
一
九
五
一
年
の
精
神
「
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ス
」
）
と
す
れ
ば
、

「
お
ち
ぶ
れ
た
薔
薇
」
を
再
び
花
咲
か
す
た
め
に
、
こ
の
世
界
を
意
味
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
に
現
実
を
再
構
成
す
る
作
業
こ
そ
詩
で
あ
る
と
す

れ
ば
…
…
わ
れ
わ
れ
が
最
も
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
こ
の
灰
色

の
風
景
を
当
然
の
気
候
だ
と
錯
覚
し
た
り
、
徒
ら
な
敗
北
主
義
に
陥
没
す

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
詩
と
は
世
界
と
つ
ね
に
闇
か
ら
光
に
向
う
も

の
だ
と
い
う
こ
と
を
頑
強
に
信
じ
る
こ
と
こ
そ
詩
人
の
特
権
で
は
あ
る

ま
い
か
？ 

  

⑤
「
言
葉
に
つ
い
て
」
（
「
詩
行
動
」9

号 
19

52

年8

月
） 

 

彼
ら
は
首
く
く
つ
た
家
鴨
の
よ
う
に
う
な
だ
れ
て
い
た
。 

な
が
い
休
息
の
時
間
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
の
で
…
… 

影
を
つ
け
た
ビ
ル
の
窓
々
に
い
て
、 

彼
ら
は
鳥
の
い
な
い
烏
龍
の
よ
う
に
吊
る
さ
が
つ
て
い
た
。 

親
し
か
つ
た
幾
つ
か
の
顔
と
さ
よ
な
ら
を
し
て
…
… 

 

僕
は
、
七
月
の
日
の
光
と
青
空
を 

追
つ
か
け
て
歩
い
た
。 

破
れ
て
穴
の
あ
い
た
舗
石
を
踏
ん
で
…
… 

僕
は 

大
声
で
歌
つ
て
歩
い
た
の
だ
つ
た
。 

大
声
で
言
つ
て
は
な
ら
な
い 

ひ
と
び
と
の
薔
薇
の
言
葉
を
…
… 

（
こ
ん
な
に
よ
く
な
い
時
代
で
あ
つ
た
か
ら
） 

ひ
と
び
と
は
鶏
の
よ
う
に
眠
つ
た
ふ
り
を
し
て
、 

だ
が
決
し
て
忘
れ
た
こ
と
の
な
か
つ
た
言
葉
を
。 

影
を
つ
け
た
ビ
ル
の
窓
々
に
い
て
、 

お
き燠

の
よ
う
に
消
え
る
こ
と
の
な
か
つ
た
言
葉
を
。 

長
い
抽
出
し
の
中
で
羽
搏
い
て
い
る 

風
と
炎
と
鳥
た
ち
の
明
日
の
言
葉
を
。 

 

で
も
彼
ら
は
枯
れ
た
樹
木
の
腕
の
よ
う
に
蹲
ま
つ
て
い
た
。 

小
さ
な
獣
ら
の
足
跡
は
踏
み
に
じ
ら
れ
た
の
で
…
… 

彼
ら
は
、
曲
つ
た
鉄
骨
の
上
の
赤
い
信
号
旗
の
よ
う
に
疲
れ
て
い
た
。 

ね
じ
ま
げ
ら
れ
た
数
え
き
れ
な
い
言
葉
の
こ
と
を
思
つ
た
の
で
…
… 

再
び 

お
そ
ろ
し
い
軍
靴
の
響
き
を
聞
い
た
よ
う
に
思
つ
た
の
で
…
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
れ
は
、
す
べ
て
の
も
の
、
、
ら
が 

な
が
い
な
が
い
お
祈
り
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
な
午
後
だ
つ
た
の
で
…
… 

  

⑥
「
え
ら
ば
れ
た
態
度
」
（
「
詩
行
動
」10

  
1
952

年9

月
） 
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け
れ
ど
も
エ
リ
エ
ア
ー
ル
が
、「
抱
擁
と
信
じ
合
う
心
は
な
が
く
残
る
」

と
う
た
つ
た
と
き
、
そ
れ
は
僕
た
ち
に
、
と
も
す
れ
ば
翳
ろ
う
と
す
る
生

へ
の
欲
求
と
、
今
日
に
生
き
て
い
る
ひ
と
び
と
へ
の
信
頼
を
た
ぎ
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
僕
た
ち
の
内
部
に
あ
つ

て
眠
つ
て
い
た
真
実
を
喚
び
さ
ま
す
声
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

よ
い
意
志
は
生
き
て
い
る
。
詩
人
が
読
者
に
信
じ
ら
れ
た
と
き
、
は
じ
め

て
そ
の
言
葉
は
生
命
を
ふ
き
こ
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

現
代
詩
が
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
し
て
ひ
と
び
と
に
語
り

か
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
態
度
と
は
そ
の

よ
う
な
も
の
な
の
だ
。 

(

中
略) 

 

ど
う
か
し
て
、
自
ら
を
、
ま
た
ひ
と
び
と
を
も
よ
い
意
志
に
向
わ
せ
る

よ
う
な
詩
を
一
篇
で
も
書
き
た
い
と
願
つ
て
い
る
。 

  

⑦
「
中
原
中
也
小
論
」
（
「
詩
行
動
」12 

19
52

年10

月
） 

  

彼
が
こ
れ
ら
の
詩
を
書
い
て
い
た
時
代
、
こ
れ
は
一
般
の
市
民
の
生
活

は
ま
だ
ま
だ
安
穏
な
も
の
だ
と
は
い
え
、
来
る
べ
き
満
洲
事
変
を
用
意
し

て
い
た
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
不
安
の
時
代
で
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。（
中
略
） 

  
 

血
を
吐
く
や
う
な

も
の倦

う
さ 

た
ゆ
け
さ 

  

中
原
中
也
が
、
な
ん
と
し
て
も
と
ど
め
が
た
い
倦
怠
の
中
に
陥
没
し
て

行
つ
た
の
は
、
た
と
い
そ
の
気
質
の
故
の
み
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
そ
の

よ
う
な
時
代
の
背
景
の
中
で
で
あ
つ
た
こ
と
は
知
つ
て
お
い
て
よ
い
だ

ろ
う
。 

  

か
く
て
今
で
は
朝
か
ら
夜
ま
で 

 

忍
従
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
生
活
を
持
た
な
い
、 

  

た
だ
夏
の
昼
の
青
々
し
た
木
蔭
は
私
の
後
悔
を

な
だ宥

め
て
く
れ
る
―
―

も
の
だ
。 

  

こ
れ
が
中
原
の
か
わ
ら
ぬ
テ
ー
マ
と
な
る
。 

 

詩
人
は
つ
ね
に
屢
々
偏
執
的
に
い
ち
ば
ん
よ
い
世
界
を
し
か
望
み
は

し
な
い
。
彼
は
こ
の
時
ユ
ー
ト
ピ
ス
ト
と
な
る
。
詩
人
の
純
粋
、
、
、
或
は
完、

全
欲
、
、
は
現
実
を
こ
え
た
抽
象
的
な
と
お
い
と
こ
ろ
に
し
か
な
い
。
う
し
な

ひ
し
夢
、
そ
し
て
失
わ
れ
た
永
遠
へ
の
願
望
、
本
質
的
不
在
に
苦
悩
す
る

詩
人
に
と
つ
て
、 

  

あ
れ
は
と
ほ
い
い
処
に
あ
る
の
だ
け
れ
ど 

 

お
れ
は
此
処
で
待
つ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。（
言
葉
な
き
歌
） 

  

⑧
「
秋
の
日
の
思
想
」
（
「
詩
行
動
」12

号 
1
95

2

年10

月
） 

 

今
日
の
日
常
に
憔
悴
し
た
魂
は 

今
日
の
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
の
貪
婪
な
眠
り
で
あ
る
…
… 

 

ぎ
い
ぎ
い
軋
る
吊
革
の
列
を
す
か
し
て 

わ
れ
ら
は 

部
屋
に 

玉
葱
の
に
お
い
の 

ぎ
つ
し
り
と 

女
の
髪
毛
の
よ
う
に
つ
ま
つ
て
い
る
の
を
嗅
い
だ
。 

夕
日
は 

部
屋
の 

壁
の 

剥
げ
ち
よ
ろ
け
た
額
ぶ
ち
の
金
泥
に
あ
つ
た
。 

 

金
泥
は
…
…
血
の
色
、 

だ
が
月
曜
日
の 

麺
麭
は
乾
い
て 

わ
れ
ら
の 

泡
立
ち
乾
き
ゆ
く 

希
望
と
も
見
え
た
！ 

 

血
…
… 

 

血
は
き
よ
ら
か
な
八
月
の
明
け
方
の
イ
メ
ー
ジ
。 

背
中
に
滴
た
る 

あ
た
ら
し
い
樹
液
の
イ
メ
ー
ジ
。 

そ
れ
は
わ
れ
ら
の 

苦
い
肉
体
の
運
河
に
流
れ
た
。 

わ
れ
ら
は
夥
し
く
流
さ
れ
た 

た
た
か
い
の
黒
い
血
の
中
に
生
き
た
…

… 

 

こ
の
濁
つ
た
河
は 

ヴ
オ
ル
ガ
・
ド
ン
を
知
ら
な
い
。 

風
は 

駱
駝
と

ぱ
お包

の
国
を
知
つ
て
い
る
か
。 

わ
れ
ら
の
足
音
は 

ベ
イ
ビ
ン

北
京
の
上
で
は
な
い
。 

わ
れ
ら
は
今
日 
ふ
た
た
び 

フ
イ
フ
イ

回
々
教
の
寺
院
の
ご
と
き
日
本
の
秋
に
漂
う
の
で
あ
る
。 

わ
れ
ら
は 

わ
れ
ら
自
身
の
足
音
の 

未
来
に
つ
な
が
つ
て
谺
す
る
場
所
を
求
め
る
の
で
あ
る
。 

 

わ
れ
ら
は
地
に
伏
し
て 

風
の 

枯
れ
た
と
お
も
ろ
こ
し
の
葉
裏
に
吹
き
去
る
の
を
聞
く
の
で
あ

る
‥
‥
‥ 

  

⑨
「
血
に
つ
い
て
」
（
「
現
在
」19

52

年10

月
） 

  

ぎ
い
ぎ
い
軋
る
吊
革
の
列
を
透
か
し
て 

わ
れ
ら
は 

羽
毛
の
な
い

と
り鶏

の
よ
う
に
吊
る
下
つ
た
ま
ま
、
部
屋
に 

玉
葱
の
に
お
い
の 

ぎ
つ
し

り
と
女
の
髪
毛
の
よ
う
に
つ
か
ま
つ
て
い
る
の
を
嗅
い
だ
。
夕
刊
に
は
政

治
家
の
カ
リ
カ
チ
ユ
ー
ル
が
あ
つ
た
。
夕
日
は
部
屋
の
壁
の
剥
げ
ち
よ
ろ

け
た
額
椽
の

き
ん
で
い

金
泥
に
あ
つ
た
。
金
泥
は
血
の
色
…
… 

だ
が
月
曜
日
の
パ

ン
は
乾
い
て 

わ
れ
ら
の
泡
立
ち
乾
き
ゆ
く
希
望
を
も
見
え
た
。
わ
れ
ら

は 

お
び
た
だ
し
く
流
さ
れ 

黒
い
血
の
中
に
生
き
た
。
わ
れ
ら
は 

も

う
な
が
い
休
息
の
時
間
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
。 

 

血
…
…
血
は
き
よ
う
か
ら
八
月
の
明
け
方
の
イ
メ
ー
ジ
。
背
中
に
滴
た

る 

あ
た
ら
し
い
樹
液
の
イ
メ
ー
ジ
。
そ
れ
は 

わ
れ
ら
の 

若
い
肉
体

の
運
河
に
流
れ
た
。 

 

ぎ
つ
し
り
と 

だ
が
女
た
ち
の
髪
毛
は 

や
が
て
去
年
と
同
じ
月
光

の
下
で
夏
草
と
獣
ら
の
に
お
い
を
放
つ
た
。
わ
れ
ら
は
貧
し
い
黒
い

い
ら
か

甍
の

屋
根
の
つ
ら
な
り
を
見
た
。
あ
る
お
そ
ろ
し
い
兆
し
に 

わ
れ
ら
の
血
は 

ざ
わ
め
い
た
。
風
は 

枯
れ
た
と
お
も
ろ
こ
し

、
、
、
、
、
、
の
菓
裏
に
吹
い
た
…
… 

  

⑩
「
路
」
（
「
詩
行
動
」19

号 
19

53

年6

月
、
原
題
「
路
々
」
） 

 

そ
の
重
圧
は
傾
く
深
海
の
よ
う
で
あ
り
、 

や
が
て
一
人
の
男
が
は
ぐ
れ
た
ひ
よ
ど
り
の
よ
う
に
、 

仲
間
を
探
し
て
い
る
…
… 

そ
の
重
圧
の
中
に
い
て
、 

二
進
も
三
進
も
な
ら
な
い
、
だ
が
ば
ら
色
の
誇
り
は 

す
で
に
彼
の
も
の
だ
。 

行
列
に
遅
れ
そ
う
…
…
彼
は 

行
列
に
遅
れ
そ
う
…
… 

歩
い
て
は 

 

と
き
お
り 

片
腕
と
れ
た 

塑
像
の
ご
と
く
立
ち
す
く
む
こ
と
。 

 

行
列
は 

不
思
議
な
こ
と
に 

み
ん
な
背
中
を 

コ
の
字
型
の
階
段
の
よ
う
に 

ね
じ
ま
げ
て 

そ
れ
ぞ
れ
実
に
た
く
さ
ん
の
ガ
ラ
ス
板
を
背
中
に
括
り
つ
け
て
…
… 

そ
れ
が
実
に
き
ら
き
ら
と
耀
い
て 

（
頭
巾
と
ヅ
ダ
袋
と
カ
タ
パ
ン
の
列
の
よ
う
に
） 

も
う
誰
が
誰
だ
か
見
分
け
る
こ
と
な
ん
か
出
来
は
し
な
い
の
だ
。 

 

《
え
え
、
ガ
ラ
ス
、
ガ
ラ
ス
売
り 

う゛

ぃ
っ
と
ぅ
り
え
、
う゛

ぃ
っ
と
ぅ
り
え
…
…
》 

行
手
は 

ひ
る
ま
だ
か 

夜
だ
か 

皆
目
見
当
の
つ
か
ぬ
明
る
さ
だ
…
… 

地
上
は 

だ
ん
だ
ん
、 

く
ら
い 

扁
平
な 

壷
の
内
側
の
よ
う
に
せ
ば
ま
り
、 

や
が
て
娼
婦
の
骨
盤
の
う
る
わ
し
い

、
、
、
、
、
凹
地
に
滅
亡
す
る
…
… 

 
だ
が
見
る
と 

そ
の
彎
曲
し
た
入
口
に
は 

ぎ
っ
し
り
と
干
潟
に
組
ま
れ
た
漁
夫
た
ち
の
足
場
が
沈
下
し
、 

鋼
鉄
の
防
潜
網
は 

マ
・
ン
・
ボ
・
ル
・
ン
・
バ
を
踊
り
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
動
き
…
‥ 

あ
あ 

水
中
に 

す
で
に
拒
否
、
、
の
腕
を
も
た
げ
た 

水
中
花
を
探
せ
…
… 

 

探
せ
。 

そ
こ
に 

 

ま
だ
生
き
て
い
た
お
そ
ろ
し
く
逞
し
い
魚
が 

ぱ
っ
く
り
と
血
の
色
の
口
を
開
け
、 

勇
敢
に 

根
気
強
く 

し
か
も
巧
み
な

ア
ン
グ
ル

角
度
か
ら 

そ
の
錆
び
つ
い
た
針
金
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
噛
み
砕
こ
う
と
す
る
の
を
探
せ
。 

行
列
よ 

片
方
の
眼
を
理
性
の
ご
と
く
高
く
あ
げ
、 

ま
ひ
る
の
燈
台
の
よ
う
に 

帽
子
の
ひ
さ
し
深
く
お
ろ
し
て
探
せ
。 

探
せ
。
行
列
の 

心
臓
や 

胃
の
腑
を
、 

お
し
つ
つ
ん
で
流
れ
る
体
液
の
よ
う
に
―
― 

く
ろ
ぐ
ろ
と
未
来
に
つ
ら
な
る
路
を
。 

彼
ら
の
通
る
路
々
に
朝
鮮
に
ん
に
く
の
に
お
い
は
流
れ
る
。 

路
は
五
月
の
プ
ラ
カ
ー
ド
の
文
字
の
ご
と
く
花
開
く
。 

路
に
菜
の
花
と 

プ
ラ
カ
ー
ド
…
… 

プ
ラ
カ
ー
ド
は 

た
だ 

で
き
る
だ
け 

で
き
る
だ
け 

で
き
る
だ
け 

正
当
に
生
き
よ
う
と
…
… 

行
列
は
ち
ま
た
に
ビ
ル
と
ビ
ル
と
の
黒
い
断
絶
の
河
を
お
お
っ
て
流
れ

て
。 

 

あ
あ 

探
せ
。 

《
彼
ら
の
通
る
路
々
に
花
が
一
時
に
開
く
。
そ
ん
な
…
…
》 

そ
ん
な
言
葉
を
路
々
に 

探
せ
…
…
。 

 

＊ 

う゛

ぃ
っ
と
ぅ
り
え
…
…
ガ
ラ
ス
屋
、
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
の
ガ
ラ

ス
売
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
す
る
こ
と
。 

＊ 

《
彼
の
通
る
路
々
に
花
が
一
時
に
開
く
、
そ
ん
な
》
…
…
ロ
オ
ト

レ
ア
モ
ン
「
マ
ル
ド
ロ
オ
ル
の
歌
」
よ
り
。 

 

⑪
「
現
代
詩
の
再
生
」
（
「
詩
行
動
」20 

19
53

年7

月1

日
） 

  

僕
た
ち
は
エ
リ
エ
ア
ー
ル
の
ど
ん
な
一
行
に
も
、
こ
の
現
実
の
恐
ろ
し

い
状
況
か
ら
、
〝
更
に
高
く
見
る
た
め
に
〃
理
性
の
目
を
上
げ
頭
を
上
げ

る
一
人
の
男
の
、
出
来
得
る
か
ぎ
り
に
純
粋
な
も
の
と
さ
れ
、
肉
体
の
リ

ズ
ム
そ
の
も
の
と
同
質
で
あ
ろ
う
と
し
た
声
を
聴
き
わ
け
る
こ
と
が
出

来
る
の
だ
が
。
僕
た
ち
は
彼
の
〝
光
輪
で
つ
つ
ま
れ
た
″
と
し
ば
し
ば
形

容
さ
れ
る
言
葉
。
そ
の
同
一
性
に
よ
つ
て
ほ
と
ん
ど
も
の
、
、
の
本
質
を
指
示

す
る
よ
う
に
見
え
る
言
葉
。
新
し
い
意
味
で
み
た
さ
れ
た
言
葉
。
す
べ
て

の
も
の
に
共
通
な
声
と
な
つ
て
拡
が
つ
て
行
く
声
を
、
空
の
拡
が
り
に
沿

つ
て
、
破
壊
さ
れ
た
も
の
、
、
ら
の
内
部
に
拡
が
つ
て
行
く
声
を
聴
き
わ
け
る
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こ
と
が
出
来
る
。 

 

詩
人
が
も
し
今
日
に
生
き
よ
う
と
す
る
な
ら
そ
の
主
題
に
は
政
治
に
関

ら
な
い
も
の
は
何
一
つ
な
い
と
い
う
事
実
に
注
目
す
る
が
い
い
。
そ
れ

故
、
詩
は
政
治
に
優
位
で
あ
る
と
か
、
政
治
上
の
あ
る
目
的
の
た
め
に
詩

が
参
劃
す
る
と
い
つ
た
論
議
ほ
ど
無
益
な
も
の
は
な
い
と
い
え
る
。
「
詩

は
ひ
と
り
に
よ
つ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
今
日
の

詩
の
主
題
は
大
衆
に
与
え
る
も
の
を
、
再
び
大
衆
に
か
え
す
と
こ
ろ
に
あ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
詩
が
純
粋
で
あ
る
こ
と
と
何
ら
抵

触
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
純
粋
詩

、
、
、
と
い
う
固
定
さ
れ
た
詩
は
ど
こ
に
も
な
い

の
だ
。
そ
し
て
僕
は
も
う
ー
人
の
詩
人
ピ
エ
ー
ル
・
エ
マ
ニ
エ
エ
ル
の
「
生

命
の
最
高
の
緊
張
を
絶
え
ず
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
を
超
え

る
」
と
い
つ
た
言
葉
を
思
う
の
だ
。
（
自
由
は
わ
れ
ら
の
歩
み
を
導
く
） 

 

「
荒
地
」
の
大
部
分
の
詩
人
た
ち
の
意
思
す
る
社
会
性
も
、
彼
ら
の
孤
独
、

破
滅
な
ど
の
あ
る
程
甘
美
な

、
、
、
観
念
を
モ
メ
ン
ト
に
し
た
自
己
愛
（
ナ
ル
シ

シ
ス
ム
）
の
変
形
に
し
か
過
ぎ
ず
、
彼
ら
の
政
治
に
対
す
る
偏
見
は
ま
ず

救
い
が
た
く
深
い
致
命
傷
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。

「
腐
敗
し
た
世
界
」
と
詩
人
は
不
用
意
に
書
く
、
し
か
し
腐
敗
し
た
の
が

詩
人
の
眼
で
な
け
れ
ば
よ
い
。
幻
滅
と
い
う
ま
こ
と
に
都
合
の
よ
い
、
あ

い
ま
い
な
観
念
で
つ
く
り
あ
げ
る
今
日
的
雰
囲
気
に
幻
惑
さ
れ
て
彼
ら

自
身
、
ま
つ
た
く
自
ら
作
り
あ
げ
た
荒
地
的
気
候
の
中
に
ぬ
く
ぬ
く
と
お

さ
ま
っ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
よ
い
。
だ
が
そ
れ
は
日
本
の
根
無
草
の
よ

う
な
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
に
と
つ
て
、
も
つ
と
も
似
合
つ
た
服
装
な
の

だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
内
部
に
も
案
外
根
強
く
巣
食
つ
て
い
る

し
よ
う
の
な
い

、
、
、
、
、
、
奴
な
の
だ
。
努
力
し
よ
う
―
― 

 

実
際
努
力
す
る
よ
り
は
か
に
手
は
な
い
の
だ
。 

  

芸
術
的
な
村
野
氏
は
か
つ
て
「
私
は
軍
用
道
路
と
い
う
言
葉
を
用
い
る

に
し
て
も
、
そ
の
詩
の
風
景
に
必
要
な
小
道
具
と
し
て
し
か
用
い
な
い
」

と
い
つ
た
論
旨
の
こ
と
を
書
い
て
い
た
が
、
そ
の
言
葉
が
、
彼
の
フ
オ
ル

ム
に
対
す
る
厳
し
さ
を
語
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
た
終
焉
す
べ

き
リ
ア
リ
ズ
ム
―
―
新
即
物
主
義
の
救
い
が
た
い
限
界
を
、
そ
の
あ
た
り

に
発
見
で
き
そ
う
で
あ
る
。
現
実
を
正
確
に
、
彼
流
の
ザ
ツ
ハ
リ
ツ
ヒ
に

定
着
す
る
と
い
う
作
業
が
成
功
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
現
実
が
ピ
ン
で
固

く
止
め
ら
れ
、
停
止
し
て
し
ま
い
そ
う
な
こ
と
。
つ
ま
り
云
い
方
を
か
え

る
と
、
舞
台
装
置
は
見
事
に
完
了
し
た
。
実
に
が
つ
ち
り
と
必
要
な
道
具

立
は
全
部
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
配
置
さ
れ
た
。
幕
が
あ
が
つ
た
。
だ
が
劇

は
始
ま
ら
な
い
。
不
動
の
ま
ま
な
の
だ
。
そ
の
時
観
客
は
そ
の
見
事
な
装

置
を
前
に
し
て
ど
ん
な
反
応
を
示
す
だ
ろ
う
。
高
い
木
戸
銭
を
拂
つ
て
…

… 

  

⑫
「
空
と
汗
」
（
「
詩
行
動
」22

号 
19

53

年9

月
） 

  
 

私
ら
は
空
を
描
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

 
 

空
は
私
ら
自
身
な
の
だ
か
ら
…
… 

  
Ⅰ
 

暁
の
レ
ク
イ
エ
ム 

 

空
―
― 

空
は
い
つ
で
も
お
れ
た
ち
の
上
に
あ
っ
た
。 

目
が
さ
め
る
と 

と
つ
ぜ
ん
真
夏
が
や
っ
て
来
た
こ
と
も
あ
る
。 

お
れ
た
ち
は
向
日
葵
の
よ
う
に
明
る
い
空
の
下
で
、 

汗
ば
ん
だ
雨
傘
を 

サ
ー
カ
ス
の
よ
う
に
ふ
り
ま
わ
し
た
。 

空
は 

仲
間
の
よ
う
だ
っ
た
。 

そ
し
て
あ
あ 

き
み
た
ち
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。 

堕
ち
た
空
、
牛
乳
色
と
血
の
色
な
が
れ
る
空
、 

ひ
と
た
ち
が
破
壊
に
の
み
執
し
た 

お
そ
ろ
し
い
空
。 

そ
れ
は
も
う
久
し
い
こ
と
だ
。 

崩
お
れ
た
空
は 

細
長
い 

す
な
く
ち
ば
し

砂

囁
の
よ
う
だ
っ
た
。 

あ
れ
ら 

暁
の
空
の
色
は
―
― 

 

そ
う
し
て
空
は
だ
ん
だ
ん
涙
ぐ
ん
で
来
る
。 

絨
氈
の
よ
う
な 

可
哀
そ
う
な
空
、 

不
器
用
な
空
―
―
空
よ 

お
ま
え
は
た
め
ら
い
が
ち
に 

だ
が
口
を
開
く
だ
ろ
う
か
、
蝕
ば
ま
れ
た

お
ま
え
の
肋
骨
の
地
平
線
か
ら
…
… 

何
よ
り
も
愛
す
る
こ
と
だ
と
、 

す
べ
て
生
け
る
者
ら
に
平
等
な 

こ
の
暑
さ
を
愛
す
る
こ
と
だ
と
。 

紙
風
船
の
よ
う
に 

遠
の
い
て
行
く 

近
づ
い
て
来
る 

記
憶
た
ち
を
。 

 
空
よ
―
― 

何
よ
り
も 

免
れ
る
の
だ
と
。 

そ
こ
此
処
の
灼
け
た
路
上
に
む
き
出
し
の 

人
間
た
ち
の
不
幸
に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
免
れ
る
の
だ
と
。 

 

不
幸
か
ら
免
れ
る
た
め
に
、 

人
間
た
ち
は
不
幸
の
核
心
に
更
に
深
く
這
入
り
こ
ん
で
行
っ
た
。 

空
の
拡
が
り
に
沿
っ
て 

真
珠
色
の
ツ
ブ
ツ
ブ
の
汗
。
汗
は 

お
そ
ろ
し
い
ほ
ど
青
ざ
め
た
水
中
の
ひ
と
で

、
、
、
の
林
を
覗
き
こ
み
な
が
ら
、 

拡
散
し
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

  
Ⅱ
 

汗
ば
ん
だ
掌 

 

夏
の
日
の 

ま
だ
青
い
麦
穂
の
よ
う
に
、 

ひ
た
す
ら
に
汗
ば
む
掌 

汗
ば
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。 

若
い
男
の
肩
先
に 

濁
っ
て
い
る
ま
ひ
る
の

あ
な
う
ら

蹠

。 

濁
っ
て
い
る
に
ご
り
江
の
上
を
、 

風
の
指
は 

ふ
い
に 

辿
る
こ
と
を
止
め
た
。
そ
れ
と
も 

男
の
長
い
手
が
差
出
さ
れ
た
の
だ
っ
た
か
し
ら
。 

 

ひ
と
た
ち
に
は 

う
づ埋

め
る
こ
と
だ
け
が
習
い
だ
っ
た
か
ら
…
… 

ひ
と
た
ち
の
周
囲
に
と
り
つ
い
て
離
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
た
ち

を
、 

そ
の
汚
れ
た
耳
元
に
さ
さ
や
い
て
、 

埋
め
る
こ
と
だ
け
に
執
し
て
い
た
か
ら
…
… 

 

事
件
の
な
い
日
々
の
な
か
で
…
… 

す
べ
て
の
こ
と
が
事
件
で
あ
る
よ
う
な
日
々
の
な
か
で
…
… 

  
Ⅲ
 

ゆ
う
ぐ
れ
の
印
刷
女
工
の
レ
シ
タ
テ
ィ
ヴ 

 

さ
そ
り
の
指
…
…
ほ
っ
そ
り
し
た 

そ
の
銀
の
線
。 

（
私
の
指
は
黒
い
。
な
ぜ
か
し
ら
？
） 

け
れ
ど
も
私
は
年
来
の
仲
間
で
あ
る 

活
字
の
硬
さ
に
代
替
さ
れ
た
私

の
希
望
、 

私
の
黒
ず
ん
だ
指
先
を
憎
も
う
か
。 

そ
れ
と
も
お
し
黙
っ
て
し
ま
っ
た 

も
ろ
も
ろ
の
「
正
義
」
た
ち
を
。 

 

だ
が 

私
ら
は
す
で
に
油
の
に
じ
ん
だ
腰
掛
を
愛
し
た
の
で 

一
日
の
騒
音
の
中
で
、
コ
ン
ク
リ
の
床
は
暮
れ
る
の
み
だ
。
一
枚
の
カ
レ

ン
ダ
ー
の
よ
う
に
。 

 

汗
は

い
れ
ず
み

刺
青
し
た
達
ま
し
い
男
ら
の
背
中
に
消
え
、 

コ
ン
ク
リ
の
床
の
上
で
、
私
ら
の
分
割
し
得
な
い
夢
は
、 

あ
ま
り
に
重
い
、
そ
し
て
軽
ろ
や
か
な
指
を
伸
ば
す
。 

 

伸
ば
さ
れ
た
指
―
― 

一
房
の
葡
萄
に
似
た
私
ら
の
乳
房
。 

私
ら
の 

沈
黙
し
た
ゆ
う
ぐ
れ
の
輪
転
機
は
、
も
っ
と
も
多
く
を
夢
み
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
ふ
る
さ
と
の
山
に
は 

わ
れ
も
こ
う

吾
亦
紅
が
花
開
い
た
か
し
ら
。 

 
 

ト
ロ
ッ
コ
は
一
日
、
山
襞
を
つ
た
っ
て
疾
走
し
た
か
し
ら
。 

 
 

雨
に
洗
わ
れ
て
垂
直
に
そ
そ
り
立
つ
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
と
空
の
あ
わ
い

を
。
） 

 

指
を
伸
ば
し
て
私
ら
は
若
い
踊
子
の
よ
う
に
、 

ゆ
う
ぐ
れ
の
巷
に
溢
れ
出
す
。 

今
宵
、
も
や
っ
て
い
る
ボ
オ
ト
は
昆
虫
の
頭
し
て
い
る
。 

私
ら
よ
、 

葉
末
の
よ
う
に
揺
れ
て
い
る 

に
ご
り
江
の
落
日
を
過
ぎ
て
…
…
。 

  
 
Ⅳ
 

海
豚
の
夢 

 

右
投
げ
を
す
る
子
供
た
ち
は
去
っ
た
。
海
藻
を
採
る 

乳
房
の
大
き
な
女
た
ち
も
い
な
い
。 

急
に 

日
没
が
空
に
迫
っ
た
。 

 

海
豚
は
海
を
し
き
っ
た
堀
割
の
中
で
、 

と
お
い
海
鳴
り
を
聞
い
た
。
高
い
木
柵
に
向
っ
て
、 

彼
は
い
っ
た
い
何
を

よ喚
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

だ
が 

急
に
日
没
が
空
に
迫
っ
た
。 

  

⑬
「
す
べ
て
の
戦
い
の
終
り
」
（
「
詩
行
動
」23

号 
1
95

3

年1
0

月
） 

 

Ⅰ
 

他
人
の
空 

 

す
べ
て
の
戦
い
の
お
わ
り
、
彼
ら
の
上
に
あ
る
空
。 

汗
ば
ん
だ
シ
ャ
ツ
、
他
人
の
空
、
不
幸
な
空
。 

も
う
流
れ
出
す
こ
と
も
な
か
つ
た
の
で
…
… 

血
は
空
に 

他
人
の
よ
う
に
め
ぐ
つ
て
い
る
。 

生
き
の
こ
つ
た
戦
士
た
ち
、 

彼
ら
は
一
人
一
人 

袋
の
中
か
ら
脱
け
出
す
。 

土
色
の 

だ
ぶ
だ
ぶ
の
袋
。 

そ
う
し
て
雨
上
り
の
鋪
道
を
駈
け
て
行
く
。 

 

茶
褐
色
の
鋪
道
は 

方
々
で 

大
き
な
口
を 

忘
れ
た
よ
う
に
あ
け
て
い
て
、 

プ
ラ
タ
ン
の
梢
は
死
ん
で
い
た
。 

 

鳥
た
ち
が
帰
つ
て
来
た
。 

地
の
黒
い
割
れ
目
を
つ
い
ば
ん
だ
。 

見
慣
れ
な
い 

屋
根
の
上
を 

上
つ
た
り
下
つ
た
り
し
た
。 

そ
れ
は
途
方
に
暮
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た 

 

空
は
石
を
食
つ
た
よ
う
に
頭
を
か
か
え
て
い
る
。 

物
思
い
に
ふ
け
つ
て
い
る
。 

拿
捕
さ
れ
た
船
が 

船
着
場
に
も
や
つ
て
い
る
。 

（
夜
が
、
ま
も
な
く
船
窓
を
コ
ツ
コ
ツ
と
た
た
く
だ
ろ
う
。 

た
た
い
て
も
、
た
た
い
て
も 

夜
ど
お
し
灯
は
つ
か
な
い
。
見
張
人
さ
え
い
な
い
。
） 

 

Ⅱ
 

砂
の
中
に
は
…
… 

 

砂
の
中
に
は 

豆
の
木
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
生
え
て
い
る
。 

彼
は
探
し
た
。
地
に
落
ち
た
親
し
い
顔
を
、 

つ
ぎ
に 

失
く
な
つ
た
自
分
の
顔
を
。 

（
古
い
記
憶
は 

ひ
る
ま
で
も 

肩
先
き
に 

悪
い
鳥
た
ち
の
よ
う
に 

慄
え
な
が
ら 

止
ま
つ
て
い
る
。
） 

 

僕
は
見
る
。
夜
に
な
る
と
―
― 

生
き
る
こ
と
に
悪
い
目
的
が
重
な
り
合
つ
て
い
た 

ひ
と
日
ひ
と
日
を
。 

あ
ら
ゆ
る
物
ら
が
耳
元
を
か
す
め
て
流
れ
て
行
く
の
を 

漂
う
黒
い
雨
傘
が 

低
い
電
柱
の
あ
わ
い
を 

仰
向
い
て
、
流
れ
て
行
く
の
を
…
… 

 

若
い
梢
の
よ
う
に

て腕
を
あ
げ
て
い
た 

僕
ら
の
上
に
、 

オ
レ
ン
ジ
色
の
暁
が 



8 

 

レ
ー
ル
の
上
を
走
つ
て
来
た
朝
！ 

死
ん
だ
小
さ
な
戦
士
、 

僕
ら
は 

野
ら
犬
の
よ
う
に 

穴
の
中
で 

不
器
用
に
足
を
折
り
ま
げ
た
ま
ま 

泣
い
た 

 

Ⅲ
 

世
界
中
の
あ
わ
れ
な
女
た
ち 

 
 
 
 
 
 

〈
夜
の
く
ら
が
り
に
い
つ
ま
で
も
愛
す
る
者
の 

 
 
 
 
 
 
 

面
影
を
切
に
想
い
描
く
こ
と
を
や
め
よ
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

J
・
シ
ユ
ペ
ル
ヴ
イ
エ
ル 

 

黒
ず
ん
だ
帯
状
の
水
、 

濁
つ
た
繋
船
場
の
水
。 

漂
う
海
の
泡
が 

ひ
と
日
集
ま
つ
て
来
る
よ
う
に 

し
や
が
ん
で
い
る
女
、 

柵
に
も
た
れ
て
佇
つ
て
い
る
女
。 

若
い
女
、
年
と
つ
て
少
し
黒
ず
ん
だ
女
。 

（
な
か
に
は
肌
着
ま
で
は
だ
け
た
の
も
い
る
。
） 

お
そ
る
べ
き
こ
と
に 

こ
の
数
年
来 

不
動
の
ま
ま
で
い
る
。 

 

女
た
ち
は 

あ
の 

金
網
の
張
つ
て
あ
る 

建
物
を
知
つ
て
い
る
か
し
ら
？ 

時
々
そ
ち
ら
の
方
を 

覗
こ
う
と 

立
つ
た
り
坐
つ
た
り
す
る
の
が
わ
か
る
。 

何
か
を
期
待
し
て
い
る
そ
ぶ
り
も 

見
え
な
い
の
に
。 

 

女
た
ち
は
手
に
抱
え
て
い
る
、 

竹
を
籠
ん
だ
小
さ
な
籠
。 

籠
の
中
に
は
紙
片
が
あ
り
、 

紙
片
に
は
文
字
が
書
い
て
あ
る
。 

だ
が
私
ら
に
は
読
め
な
い
文
字
で
…
… 

（
籠
に
は
、
玉
葱
や 

チ
ー
ズ
の
塊
り
を
入
れ
る
も
の
な
の
に
…
…
） 

 

黒
ず
ん
だ
水
の
中
で
、 

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
。 

女
た
ち
の
も
ど
か
し
さ
、 

一
体 

ど
ん
な
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
？ 

 

一
人
一
人
ひ
つ
そ
り
と
向
き
合
つ
て
…
… 

 

家
に
帰
れ
ば
い
い
の
に
。
十
年
も
前
か
ら 

世
界
中
の
あ
わ
れ
な
女
た
ち
の
厨
房
に
は
、 

灰
が
、
ぎ
つ
し
り
と
つ
ま
つ
て
い
る
。 

  

Ⅶ
．
引
用 

 

①
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
「
絞
首
罪
人
の
バ
ラ
ー
ド
」
（
（
天
沢
退
二

郎
訳
『
ヴ
ィ
ヨ
ン
詩
集
成
』
（
白
水
社 

20
00

.9
.2

5

） 

 

お
れ
た
ち
の
死
後
を
生
き
て
ゆ
く
人
た
ち 

わ
が
兄
弟
よ 

お
れ
た
ち
に
心
つ
め
た
く
閉
ざ
さ
な
い
で
く
れ
よ
な 

も
し
お
れ
た
ち
を
哀
れ
に
思
っ
て
く
れ
た
ら 

神
様
だ
っ
て
あ
ん
た
た
ち
に
ず
っ
と
早
く
お
慈
悲
を
下
さ
る
だ
ろ
う 

ご
ら
ん
の
通
り
お
れ
た
ち
五
人
、
六
人
、
こ
こ
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
て
い

る ふ
ん
だ
ん
に
栄
養
取
ら
せ
た
こ
の
身
体
も 

ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
ち
ぎ
れ
、
腐
っ
ち
ま
っ
た 

そ
し
て
お
れ
た
ち
骨
は
と
い
え
ば
、
灰
に
な
り
塵
に
な
る
の
さ 

お
れ
た
ち
の
こ
の
苦
痛 

だ
れ
も
嘲
笑

わ

ら

わ
な
い
で
く
れ
よ 

ど
う
ぞ
や
祈
っ
て
く
れ
ろ 

神
様
の
お
許
し
が
あ
る
よ
う
に
。 

 

あ
ん
た
た
ち
を
兄
弟
と
呼
ん
だ
か
ら
っ
て 

怨
ま
な
い
で
く
れ
、
た
と
い
お
れ
た
ち
が
お
上
の
手
で 

殺
さ
れ
た
に
し
て
も
尤
も
、
ご
存
知
の
通
り 

人
は
皆
が
み
な
、
よ
く
考
え
て
賢
く
行
動
す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い 

お
れ
た
ち
ゃ
、
も
う
死
ん
で
る
ん
だ
か
ら 

と
り
な
し
て
く
れ
よ 

マ
リ
ア
様
の
息
子
さ
ん
に 

恩
寵
が
涸
れ
る
こ
と
な
く 

地
獄
の
雷
か
ら
お
れ
た
ち
を
お
護
り
下
さ
る
よ
う
に 

お
れ
た
ち
は
死
ん
だ
ん
だ 
も
う
い
じ
め
な
い
で
く
れ 

ど
う
ぞ
や
祈
っ
て
く
れ
ろ 
神
様
の
お
許
し
が
あ
る
よ
う
に 

 

お
れ
た
ち
を
雨
が
滌
い
で
は
洗
い 

日
光
が
乾
か
し
て
は
灼
き
焦
が
し
た 

カ
サ
サ
ギ
や
カ
ラ
ス
ど
も
、
お
れ
た
ち
の
眼
を
え
ぐ
り 

ひ
げ
や
眉
毛
を
む
し
り
取
っ
た 

お
れ
た
ち
ゃ
一
と
き
も
気
が
休
ま
ら
ぬ 

あ
っ
ち
へ
ぶ
ー
ら
こ
っ
ち
へ
ぶ
ー
ら 

風
の
変
わ
る
ま
ま 

指
貫
よ
り
も
孔
だ
ら
け
の
こ
の
身
体
は 

風
の
気
の
向
く
ま
ま
に
揺
れ
な
び
く 

だ
か
ら 

間
違
っ
て
も
お
れ
ら
の
仲
間
に
は
な
る
な
よ 

ど
う
ぞ
や
祈
っ
て
く
れ
ろ 

神
様
の
お
許
し
が
あ
る
よ
う
に
。 

 

す
べ
て
を
見
そ
な
わ
す
イ
エ
ス
様
、 

お
れ
ら
を
地
獄
が
取
り
込
ま
な
い
よ
う
お
護
り
下
さ
い 

と
に
か
く
地
獄
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
持
た
ぬ
よ
う
に
し
よ
う
！ 

人
々
よ 

も
う
冗
談
は
抜
き
だ
よ 

ど
う
ぞ
や
祈
っ
て
く
れ
ろ 

神
様
の
お
許
し
が
あ
る
よ
う
に
。 

  

②
富
永
太
郎
「
鳥
獣
剥
製
所
」 

  

私
は
そ
の
建
物
を
、
圧
し
つ
け
る
や
う
な
午
後
の
雪
空
の
下
に
し
か
見

た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
私
が
そ
れ
に
近
づ
く
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
追
憶
が
、

そ
れ
の
齎
す
嫌
悪
を
以
て
、
私
の
肉
体
を
飽
和
し
て
し
ま
つ
た
と
き
に
限

つ
て
ゐ
た
。
私
は
褐
色
の
唾
液
を
満
載
し
て
自
分
の
部
屋
を
見
棄
て
る
、

ど
こ
へ
行
く
の
か
を
も
知
ら
ず
に
…
… 

  

煤
け
た
板
壁
に
、
痴
呆
の
や
う
な
口
を
開
い
た
硝
子
窓
。
空
の
ど
こ
か

ら
落
ち
て
来
る
の
か
知
る
こ
と
の
出
来
ぬ
光
が
、
安
硝
子
の
雲
形
の
歪
み

の
上
に
た
ゆ
た
ひ
、
半
ば
は
窓
の
内
側
に
滲
み
入
る
。
人
間
の
脚
の
載
つ

て
ゐ
な
い
、
露
き
出
し
の
床
板
。
古
び
た
樫
の
木
の
大
卓
子
。
動
物
の
体

腔
か
ら
抽
き
出
さ
れ
た
、
軽
石
の
や
う
な
古
綿
。
う
ち
慄
ふ
薄
暮
の
歌
を

歌
ふ
桔
梗
色
の
薬
品
瓶
。
ピ
ン
セ
ツ
ト
は
、
と
き
を
り
、
片
隅
か
ら
、
疲

れ
た
鈍
重
な
眼
を
光
ら
せ
る
。 

  

私
は
そ
の
部
屋
の
中
で
蛇
を
見
た
。
鷲
と
、
猿
と
、
鳩
と
を
見
た
。
そ

れ
か
ら
日
本
の
動
物
分
布
図
に
載
つ
て
ゐ
る
、
さ
ま
ざ
ま
の
両
生
類
と
、

爬
蟲
類
と
、
鳥
類
と
、
哺
乳
類
と
を
見
た
。 

  

か
れ
ら
は
み
ん
な
剥
製
さ
れ
て
ゐ
た
。 

  

去
勢
さ
れ
た
悪
意
に
、
鈍
く
輝
く
硝
子
の
眼
球
。
虹
彩
の
表
面
に
塗
つ

て
あ
る
の
は
、
褐
色
の
彩
料
で
あ
る
―
―
無
感
覚
に
よ
つ
て
人
を
噛
む
傷

心
の
酵
母
。
こ
れ
ら
、
動
物
の
物
狂
ほ
し
い
固
定
表
情
、
怨
恨
に
満
ち
た

無
能
の
表
白
。
白
い
塵
は
、
ベ
ス
ビ
オ
の
灰
の
や
う
に
、
毛
皮
の
上
に
、

羽
毛
の
上
に
、
鱗
の
上
に
積
も
つ
て
ゐ
た
。 

  

私
は
、
こ
の
建
物
に
近
づ
か
う
か
、
近
づ
く
ま
い
か
と
い
ふ
逡
巡
に
、

私
自
身
の
手
で
賽
を
投
げ
な
か
つ
た
こ
と
を
心
か
ら
悔
い
た
。
が
、
す
べ

て
は
遅
か
つ
た
。
怖
ろ
し
い
牽
引
で
あ
つ
た
。
私
を
牽
く
の
は
、
過
ぎ
去

つ
た
動
物
ら
の
霊
だ
と
知
つ
た
。
牽
か
れ
る
の
は
、
過
ぎ
去
つ
た
私
の
霊

だ
と
知
つ
た
。
私
は
あ
ら
ゆ
る
世
紀
の
堆
積
が
私
に
教
へ
た
感
情
を
憎
悪

し
た
。
が
、
す
べ
て
は
遅
か
つ
た
。 

  

私
は
動
物
ら
の
霊
と
共
に
す
る
薔
薇
色
の
堕
獄
を
知
つ
て
ゐ
た
。
私
は

未
来
を
恐
怖
し
た
。 

 

さ
は
れ
去
年
の
雪
い
づ
く
に
あ
り
や
、 

 

さ
は
れ
去
年
の
雪
い
づ
く
に
あ
り
や
、 

 
 

さ
は
れ
去
年
の
雪
い
づ
く
に
あ
り
や
、 

 
 
 
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
意
味
の
な
い
畳
句
が
、

ひ
る
が
へ
り
、
巻
き
か
へ
つ
た
。
美
し
い
花
々
が
、
光
の
な
い
空
間
を
横

ぎ
つ
て
没
落
し
た
。
そ
し
て
、
下
に
、
遙
か
下
に
、
褪
紅
色
の
月
が
地
平

の
上
に
さ
し
上
つ
た
。
私
の
肉
体
は
、
こ
の
二
重
の
方
向
の
交
錯
の
中
に
、

ぎ
し
ぎ
し
と
軋
ん
だ
。
こ
の
と
き
、
私
は
不
幸
で
あ
つ
た
、
限
り
な
く
不

幸
で
あ
つ
た
。 

  

一
つ
の
闇
が
来
た
、
そ
れ
か
ら
、
一
つ
の
明
る
み
が
来
た
。
動
物
ら
は
、

潤
つ
た
お
の
お
の
の
涙
腺
を
持
つ
て
再
生
し
た
。
か
れ
ら
は
近
寄
つ
て
来

た
。
歩
み
、
這
ひ
、
飛
び
、
跳
り
、
巻
き
付
き
、
呻
き
、
叫
び
、
歌
つ
た
。

す
べ
て
の
動
物
が
、
か
れ
ら
の
野
生
的
の
書
割
を
携
へ
て
復
活
し
た
。
出

血
す
る
叢
や
、
黄
金
の
草
い
き
れ
が
、
か
れ
ら
の
皮
膚
を
浸
ひ
た
し
た
。

こ
れ
は
、
す
さ
ま
じ
い
伝
説
的
性
格
の
饗
宴
で
あ
つ
た
。
私
は
わ
れ
か
ら

と
そ
れ
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
旧
約
人
の
や
う
に
か
れ
ら
を
熱
愛
し
た
。

平
生
か
ら
私
に
近
し
か
つ
た
蛇
が
、
や
は
り
一
ば
ん
私
に
親
密
で
あ
つ

た
。
か
れ
は
、
そ
の
角
膜
の
上
に
、
瑪
瑙
の
嬌
飾
に
満
ち
た
悪
意
を
含
め

て
、
近
々
と
私
の
眼
を
さ
し
覗
い
た
。
鷲
は
…
…
あ
あ
、
長
々
し
い
、
諸

君
が
動
物
園
に
行
か
れ
ん
こ
と
を
！ 

と
に
か
く
、
私
は
慰
め
ら
れ
て
ゐ

た
…
… 

  

こ
の
と
き
、
私
は
、
下
の
方
に
、
浚
渫
船
の
機
関
の
騒
音
の
や
う
な
、

ま
た
、
幾
分
、
夏
の
午
後
の
遠
雷
に
以
た
響
を
聞
い
た
―
―
私
の
た
め
に

涙
を
流
し
た
女
ら
の
追
憶
が
、
私
の
魂
の
最
低
音
部
を
乱
打
し
た
。
私
は
、

私
が
、
鮮
か
な
、
ま
た
は
、
朧
ろ
な
光
と
影
と
の
沸
騰
の
中
を
潜
つ
て
、

私
の
歳
月
を
航
海
し
て
来
た
間
、
つ
ね
に
、
か
の
女
ら
が
私
の
燈
台
で
あ

つ
た
こ
と
を
思
ひ
出
し
た
。
私
は
、
か
の
女
ら
が
、
或
る
も
の
は
濃
緑
色

の
霧
に
脳
漿
の
あ
ひ
ま
あ
ひ
ま
を
冒
さ
れ
て
死
ん
で
し
ま
つ
た
り
、
或
る

も
の
は
手
術
台
か
ら
手
術
台
へ
と
移
つ
た
後
に
、
爆
竹
が
夜
の
虹
の
や
う

に
栄
え
る
都
会
の
中
で
、
青
い
静
脈
の
見
え
る
腕
を
舗
石
の
上
に
延
ば
し

て
斃
死
し
た
り
、
ま
た
は
、
か
の
女
ら
が
一
人
一
人
発
見
し
た
、
暗
い
、

跡
づ
け
が
た
い
道
を
通
つ
て
、
大
都
会
や
小
都
会
の
波
の
中
へ
没
し
て
し

ま
つ
た
こ
と
を
思
ひ
出
し
た
。
殊
に
、
私
が
弱
く
さ
れ
た
肉
体
を
曳
い
て
、

こ
の
世
界
の
縁
辺
を
歩
ん
で
ゐ
る
や
う
に
感
じ
出
し
て
こ
の
か
た
、
か
の

女
ら
は
、
私
の
載
つ
て
ゐ
る
の
と
は
ち
が
つ
た
平
面
の
上
に
在
つ
て
（
そ

れ
が
私
の
上
に
あ
る
の
か
、
下
に
あ
る
の
か
、
私
は
知
る
こ
と
が
出
来
な

い
）
、
つ
ね
に
そ
の
不
動
の
眼
を
私
の
方
へ
送
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
思
ひ
出

し
た
。
私
は
、
退
屈
な
夜
々
に
、
か
の
女
ら
の
一
生
を
、
更
に
涙
多
き
も

の
と
す
る
た
め
に
、
私
の
た
め
に
流
さ
れ
た
涙
の
、
一
滴
一
滴
を
思
つ
て

泣
い
た
。
が
、
か
の
女
ら
の
眼
は
冷
く
、
美
し
く
、
剥
製
さ
れ
た
動
物
ら

の
そ
れ
と
、
そ
の
無
感
覚
を
全
く
等
し
く
し
て
ゐ
た
。
私
は
心
臓
が
搾
木

に
か
け
ら
れ
た
や
う
に
感
じ
た
。 

  

私
は
努
力
し
て
、
私
が
、
日
本
の
首
府
の
暗
い
郊
外
に
あ
る
、
或
る
う

ら
ぶ
れ
た
鳥
獣
剥
製
所
の
一
室
に
あ
る
こ
と
を
思
ひ
返
し
た
。
私
は
、
こ

の
み
す
ぼ
ら
し
さ

、
、
、
、
、
、
の
中
に
、
魔
法
の
解
除
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
（
私
は

動
物
ら
の
饗
宴
か
ら
逃
れ
ゝ
ば
、
こ
れ
ら
の
眼
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
も
の
と

信
じ
て
ゐ
た
。
）
私
は
、
あ
の
窓
を
、
床
を
、
卓
子
を
、
古
綿
を
、
ピ
ン

セ
ツ
ト
を
、
あ
り
の
ま
ゝ
の
み
す
ぼ
ら
し
さ
に
於
て
見
た
。
が
、
な
ん
と

い
ふ
す
ば
ら
し
い
変
位
だ
ら
う
！ 

こ
れ
ら
の
物
象
は
、
そ
の
み
す
ぼ
ら

し
さ
の
ま
ゝ
、
動
物
ら
の
喚
び
出
し
た
燦
々
と
し
た
書
割
の
中
に
溶
け
込

ん
で
ゐ
た
。
さ
う
し
て
、
そ
の
輝
か
し
さ
の
一
合
唱
部
を
歌
つ
た
。
さ
う

だ
、
あ
れ
ら
の
み
じ
め
な
物
体
は
、
も
う
そ
れ
自
身
輝
か
し
か
つ
た
の
だ
。

私
は
、
自
分
を
そ
の
輝
か
し
さ
に
堪
へ
な
い
や
う
に
感
じ
た
。 

  

動
物
ら
に
至
つ
て
は
、
も
う
私
は
何
と
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ

た
。
か
れ
ら
は
、
蜜
蜂
の
唸
り
の
や
う
な
饗
宴
の
度
を
高
め
て
、
私
の
ま

は
り
に
蝟
集
し
た
。
私
は
、
か
れ
ら
が
剥
製
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
な
く
、
天

然
の
背
景
の
中
で
、
生
き
た
眼
を
持
つ
て
活
動
し
て
ゐ
る
の
だ
つ
た
ら
、

こ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
つ
た
ら
う
と
考
へ
た
。
私
は
剥
製
術
と
い
ふ

悪
徳
を
呪
つ
て
身
を
悶
え
た
。
が
、
何
も
変
ら
な
か
つ
た
。
私
は
も
う
す

べ
て
を
変
改
し
が
た
い
も
の
と
諦
め
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
身
を
、
こ
の

音
と
光
と
熱
と
の
過
度
の
狂
乱
の
中
に
投
げ
出
し
た
。 

  

私
は
、
先
刻
か
ら
の
追
憶
が
、
み
ん
な
、
こ
の
動
物
ら
の
燥
宴
の
中
で

見
続
け
ら
れ
て
来
た
こ
と
を
も
う
一
度
考
へ
た
…
…
あ
あ
、
こ
ゝ
に
も
ま

た
、
そ
こ
に
も
、
熱
の
無
い
炎
の
や
う
な
か
の
女
ら
の
眼
。
時
間
に
よ
つ

て
剥
製
さ
れ
、
神
秘
な
香
料
に
よ
つ
て
保
存
さ
れ
た
か
の
女
ら
の
眼
。
私

は
、
こ
の
と
き
、
こ
れ
ら
の
眼
が
、
あ
の
動
物
ら
の
霊
と
ち
が
つ
た
世
界

か
ら
出
て
来
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
悟
つ
た
。
そ
し
て
、
動
物
ら
の
霊
と

同
じ
く
、
そ
の
苦
痛
に
満
ち
た
魅
惑
の
力
を
永
久
に
私
の
上
か
ら
去
ら
な

い
で
あ
ら
う
と
悟
つ
た
。 



9 

 

  
か
う
考
へ
た
と
き
、
私
は
腹
立
た
し
く
、
狂
暴
に
な
つ
て
、
か
の
女
ら

の
眼
に
一
つ
一
つ
唾
を
吐
き
か
け
た
。
さ
う
し
て
、
新
し
く
泣
い
た
。
な

に
も
か
も
消
え
た
―
―
或
は
、
闇
が
来
た
の
だ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
燥

宴
は
す
べ
て
の
光
と
熱
と
音
と
を
失
つ
た
。
が
、
あ
れ
ら
の
す
さ
ま
じ
い

揺
蕩
の
一
々
は
、
空
気
分
子
の
動
揺
と
し
て
、
私
の
皮
膚
に
、
そ
の
あ
り

の
ま
ゝ
な
る
消
息
を
伝
へ
た
。
私
は
、
温
泉
場
の
浴
場
の
周
囲
を
流
れ
る

や
う
な
、
生
暖
い
、
硫
黄
の
臭
気
を
持
つ
た
液
体
が
、
こ
の
私
の
居
る
建

物
の
周
囲
を
流
れ
る
や
う
に
感
じ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
私
の
皮
膚
の
ま

は
り
を
流
れ
て
ゐ
る
や
う
で
も
あ
つ
た
。
私
は
そ
れ
を
弁
別
し
よ
う
と
努

力
し
た
が
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
か
つ
た
。
私
は
、
黒
い
眩
暈
の
中
に
、

更
に
一
つ
の
薔
薇
色
の
眩
暈
を
認
め
た
…
… 

  

…
…
流
水
よ
、
お
ん
み
の
悲
哀
は
祝
福
さ
れ
て
あ
れ
！ 

倦
怠
に
悩
む

夕
陽
の
中
を
散
り
ゆ
く
も
み
ぢ
葉
よ
、
お
ん
み
の
熱
を
病
む
諦
念
は
祝
福

さ
れ
て
あ
れ
！ 

あ
ら
ゆ
る
古
日
本
の
詞
華
集
よ
、
お
ん
み
の
上
に
、
明

障
子
に
囲
は
れ
た
る
平
和
あ
れ
！
…
…
新
ら
し
い
眩
暈
に
屈
服
す
る
た

め
に
か
、
或
は
、
さ
う
で
な
く
て
か
、
私
は
こ
の
時
宜
に
適
は
ぬ
訣
別
の

辞
を
、
何
と
も
知
れ
ぬ
も
の
ゝ
上
に
投
げ
か
け
た
。
動
物
ら
の
魅
惑
は
、

ま
た
下
の
方
か
ら
上
つ
て
来
る
で
あ
ら
う
。
炎
上
す
る
花
よ
、
灼
鉄
の
草

よ
、
毛
皮
よ
、
鱗
よ
、
羽
毛
よ
、
音
よ
、
祭
日
よ
、
物
々
の
焦
げ
る
臭
ひ

よ
。 

さ
は
れ
去
年
の
雪
い
づ
く
に
あ
り
や
、 

 

さ
は
れ
去
年
の
雪
…
…
い
づ
く
に
…
… 

さ
は
れ
去
年
の
…
… 
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私
は
手
を
挙
げ
て
眼
の
前
で
揺
り
動
か
し
た
。
そ
し
て
、
生
き
る
こ

と
ゝ
、
黄
色
寝
椅
子
の
上
に
休
息
す
る
こ
と
が
一
致
し
て
ゐ
る
ど
こ
か
別

の
邦
へ
行
つ
て
住
ま
う
と
決
心
し
た
。 

  

③
ジ
ュ
ー
ル
・
シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
／
堀
口
大
學
訳
「
沖
の
小
娘
」
よ
り 

  

船
べ
り
に
肱
つ
い
て
夢
想
す
る
船
人
よ
、
夜
の
く
ら
が
り
に
、
い
つ
ま

で
も
愛
す
る
者
の
面
影
を
切
に
想
い
描
く
こ
と
を
休
め
よ
。
さ
も
な
い
と

君
た
ち
は
、
水
ま
た
水
の
寂
し
さ
に
取
巻
か
れ
た
る
唯
中
に
生
み
出
す
不

幸
を
見
る
で
あ
ろ
う
、
こ
の
、
も
と
よ
り
人
気
の
な
い
場
所
に
、
人
間
の

五
感
の
す
べ
て
を
具
え
な
が
ら
、
し
か
も
な
お
、
生
き
も
な
ら
ず
、
死
に

も
な
ら
ず
、
愛
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
と
は
言
え
、
生
く
る
が
ご
と
く
愛

す
る
が
ご
と
く
悩
み
傷
み
、
か
つ
ま
た
常
に
ま
さ
に
死
な
ん
と
す
る
臨
終

に
あ
る
よ
う
な
哀
れ
な
る
一
人
の
者
を
。
一
日
、
四
本
マ
ス
ト
の
貨
物
船
、

豪
胆
丸
の
甲
板
水
夫
、
ス
テ
ィ
ン
ヴ
ォ
ル
ド
の
シ
ャ
ル
ル
・
リ
エ
ヴ
ァ
ン

ス
が
、
さ
る
航
海
の
留
守
の
間
に
喪
っ
た
そ
の
年
十
二
の
愛
娘
の
上
を
想

う
こ
こ
ろ
の
切
な
る
あ
ま
り
、
こ
こ
北
緯
五
十
五
度
、
西
経
三
十
五
度
の

海
原
に
生
れ
い
で
て
、
永
遠
に
自
ら
の
不
運
を
欺
く
、
こ
の
沖
の
小
娘
の

ご
と
き
一
人
の
者
を
。 

 

＊
飯
島
が
読
ん
だ
の
は
『
ノ
ア
の
方
舟
』
（1939.2 

第
一
書
房,

）
も
し
く
は
『
ノ

ア
の
方
舟
』
（1946.9 

齋
藤
書
店
）
か 

引
用
は
『
シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
抄
』
（1992.3 

小
沢
書
店
）
に
よ
る 

 

Ⅷ
．
先
行
説
か
ら 

 

①
安
東
次
男
「
飯
島
耕
一
の
詩
」
（
「
今
日
」2 

1
954

年10

月
） 

 

た
と
え
ば
ヴ
イ
ヨ
ン
に
寄
せ
る
序
詩
を
ぼ
く
が
注
目
す
る
の
も
そ
こ
だ
。

こ
の
な
か
に
は
、
た
つ
た
一
箇
所
で
は
あ
る
が
、
彼
自
身
で
も
無
意
識
に

発
見
し
た
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
吊
る
さ
れ
た
木
版
画
の
二
人
が 

手

を
前
で
組
み
合
わ
せ
て 

は
だ
し
で
い
る
の
に
気
づ
く
日
」
と
い
う
と
こ

ろ
だ
。
こ
の
「
気
づ
く
日
」
は
、
同
じ
詩
の
な
か
で
も
、
そ
の
ほ
か
の
「
日
」

と
は
ち
が
つ
て
い
る
よ
う
に
ぼ
く
に
は
思
え
る
。
そ
の
ほ
か
の
「
日
」
は

一
つ
一
つ
過
去
へ
向
つ
て
巡
礼
し
て
ゆ
く
飯
島
の
「
日
」
だ
ろ
う
が
、
こ

こ
は
未
来
の
発
見
が
あ
る
。
そ
し
て
、
飯
島
が
、
こ
の
過
去
へ
向
け
ら
れ

た
目
の
な
か
か
ら
、
こ
の
一
つ
の
宝
石
を
と
り
だ
し
た
こ
と
は
、
飯
島
の

置
か
れ
た
現
実
の
な
か
で
彼
の
正
し
さ
、
詩
人
た
る
ゆ
え
ん
を
語
つ
て
い

る
も
の
と
思
う
。 

 

②
大
岡
信
「
書
評 

飯
島
耕
一
詩
集 

他
人
の
空
」（
「
詩
学
」9(3
)  

1
95

4

年0
3

月
） 

 
『
他
人
の
空
』
を
読
み
お
え
た
と
き
、
ぼ
く
は
こ
う
思
っ
た
も
の
だ
。「
し

か
し
飯
島
耕
一
の
空
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
？
」
。
も
ち
ろ
ん
、
他
人

の
空
こ
そ
飯
島
の
空
な
の
だ
が
、
他
人
の
空
に
自
分
の
空
を
認
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
こ
の
点
を
手
が
か
り
に
し

て
、
飯
島
の
制
作
意
図
を
想
像
し
て
み
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
次
の
よ
う

な
二
つ
の
互
い
に
相
反
す
る
意
味
を
も
っ
た
言
葉
の
共
存
で
表
現
さ
れ

る
だ
ろ
う
。 

「
私
の
空
は
今
日
、
他
人
の
空
の
よ
そ
よ
そ
し
さ
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
」 

「
私
の
空
は
他
人
の
空
で
も
あ
り
、
二
つ
は
互
い
に
互
い
を
わ
か
ち
あ
っ

て
い
る
」
（
飯
島
が
引
用
し
た
エ
リ
エ
ア
ー
ル
の
「
生
き
る
と
は
わ
か
ち

合
う
こ
と
だ
」
と
い
う
詩
句
を
思
い
起
さ
れ
た
い
）
。 

 

飯
島
は
こ
の
二
つ
の
意
味
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
一
つ
の
世
界
を
作

ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
別
の
言
葉
で
言
い
か
え
て
み
よ
う
。 

「
ぼ
く
ら
の
世
界
は
も
は
や
ぼ
く
ら
に
無
縁
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
世
界
は

疲
れ
、
ぼ
く
ら
も
疲
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
故
に
な
お
ぼ
く
ら
は
世
界
を

支
え
、
世
界
は
ぼ
く
ら
を
支
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
…
…
」 

 

も
し
ぼ
く
の
想
像
が
そ
れ
ほ
ど
不
当
な
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
飯
島
の

意
図
は
そ
の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
態
度
に
お
い
て
、
正
当
に
現
代
的
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
他
者
に
自
己
を
仮
托
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と

は
、
恐
ら
く
愛
を
媒
介
と
す
る
時
以
外
に
は
、
ほ
と
ん
ど
常
に
世
界
の
相

対
性
の
中
に
自
己
を
埋
没
す
る
結
果
に
終
る
も
の
だ
。 

 

た
と
え
ば
飯
島
に
「
空
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。 

  
 

空
が
僕
ら
の
上
に
あ
っ
た
年
。 

 
 

目
が
さ
め
る
と
と
つ
ぜ
ん
真
夏
が
や
っ
て
来
た
年
。 

 
 

汗
ば
ん
だ
雨
傘
を
サ
ー
カ
ス
の
よ
う
に 

 
 

ふ
り
ま
わ
し
た
年
。 

 
 

砂
く
ち
ば
し
の
よ
う
に 

 
 

空
が
垂
れ
下
っ
た
り
拡
が
っ
た
り
し
は
じ
め
た
年
。 

  

こ
の
詩
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
よ
う
と
も
、
ぼ
く
に
は
一
つ
の
こ
と
だ

け
は
明
ら
か
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で
は
感
動
の
所
在
が

不
明
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
批
評
精
神
も
ま
た
眠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
詩
に
お
い
て
絶
対
的
な
も
の
は
感
動
だ
と
ぼ
く
は
信
じ
て
い
る
。
こ

の
詩
に
お
い
て
、
飯
島
は
即
物
主
義
の
悪
影
響
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点

は
、
『
他
人
の
空
』
と
『
切
り
抜
か
れ
た
空
』
と
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る

詩
集
の
う
ち
、
即
物
的
な
態
度
を
と
り
、
対
象
を
定
着
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
為
の
主
体
で
あ
る
自
己
の
お
か
れ
た
状
況
を
浮
彫
り
的
に
表
現
し

よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い
『
他
人
の
空
』
一
連
の
詩
に
お
い
て
か
な
り
露

骨
に
現
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
飯
島
の
試
み
は
価
値
あ
る
も
の
だ
が
、

意
図
の
ゆ
え
に
作
品
も
正
し
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
い

く
つ
か
の
詩
が
造
型
意
図
の
破
綻
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
端
的
な
あ
ら
わ

れ
は
、
飯
島
の
引
用
へ
の
好
み
で
あ
ろ
う
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
幾
人
か
の

詩
人
の
詩
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
飯
島
が
た
と
え
そ
れ
ら
の
詩
句
に

よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
に
も
せ
よ
、
問
題
は
そ
れ
を
頭
上
に
頂
く
こ
と
で
は

な
く
て
、
そ
の
詩
句
の
世
界
を
飯
島
の
も
の
と
し
て
造
型
す
る
こ
と
に
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
謙
譲
は
飯
島
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
ぼ
く
は
思
う
。 

 

そ
れ
な
ら
飯
島
の
空
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
さ
き
に
愛
を

媒
介
と
し
て
、
と
書
い
た
。
長
々
し
い
議
論
は
こ
こ
で
は
で
き
な
い
が
、

一
つ
だ
け
必
要
な
こ
と
を
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
愛
は
透
視
力
を

与
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。
い
い
か
え
れ
ば
、
詩
人
に
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
与
え

る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
こ
そ
『
切
り
抜
か
れ
た
空
』
に
お
け
る
飯
島
の

一
種
童
話
的
な
愛
の
詩
が
、
『
他
人
の
空
』
一
連
の
詩
よ
り
も
遙
か
に
リ

ア
ル
で
あ
る
こ
と
の
理
由
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
じ
め
て
飯
島
は
飯

島
自
身
の
空
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
ぼ
く
に
は
当
り
前
の

こ
と
だ
と
思
え
る
の
だ
が
、
お
ま
え
と
よ
ば
れ
た
一
人
の
女
性
の
空
、
つ

ま
り
他
人
の
空
だ
っ
た
の
だ
。
秀
作
「
切
り
抜
か
れ
た
空
」
を
ふ
く
む
一

連
の
『
切
り
抜
か
れ
た
空
』
の
詩
篇
は
、
『
他
人
の
空
』
で
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
飯
島
の
別
の
資
質
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
言
葉
の
軟
か

い
部
分
に
触
発
さ
れ
て
す
ぐ
に
動
き
だ
す
よ
う
に
見
え
る
、
ナ
イ
ー
ヴ
で

柔
軟
な
感
性
で
あ
る
。
時
折
り
正
確
さ
を
見
失
う
こ
と
も
あ
る
に
せ
よ
、

こ
れ
は
貴
重
な
資
質
で
あ
る
。
ぼ
く
は
こ
の
資
質
が
、
さ
き
に
の
べ
た
即

物
主
義
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
試
み
を
必
然
的
に
呼
び
だ
し
た
も
の
だ
ろ

う
と
思
う
の
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
も
の
が
や
が
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
を
飯

島
の
た
め
に
希
望
し
た
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
中
国
か
ら
帰
国
し
た

子
供
た
ち
を
歌
っ
た
「
帰
っ
て
来
た
子
供
た
ち
」
な
ど
は
、
す
で
に
飯
島

の
新
ら
し
い
道
を
明
ら
か
に
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
ぼ
く
に
は
思
わ
れ

る
。
（
引
用
は
『
飯
島
耕
一
詩
集
』
１
［1

9
7
8
.1

.1
5 

小
沢
書
店
］
所
収
の
「
飯
島
耕

一
・
詩
の
あ
り
か 

１
」
に
よ
る
） 

  

③
岩
田
宏
「
飯
島
耕
一
論
」
（
『
今
日
の
詩
人
双
書6 

飯
島
耕
一
詩
集
』 

1
9
60

年1

月 

書
肆
ユ
リ
イ
カ_

） 

 
い
う
ま
で
も
な
く
当
時
の
中
学
生
は
、
勤
労
動
員
に
狩
り
出
さ
れ
て
い

た
。
か
れ
ら
は
非
常
に
安
い
給
料
で
、
時
に
は
無
報
酬
で
、
機
械
を
あ
や

つ
り
、
も
っ
こ
を
か
つ
ぎ
、
唐
鍬
を
ふ
る
っ
た
。
学
業
は
ほ
と
ん
ど
放
棄

さ
れ
て
い
た
か
ら
、
か
れ
ら
は
す
で
に
学
生
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

も
ち
ろ
ん
一
人
前
の
勤
労
者
で
も
な
く
、
厳
密
に
い
え
ば
臨
時
工
で
す
ら

な
か
っ
た
。
し
か
も
か
れ
ら
は
思
春
期
の
少
年
た
ち
で
あ
る
。
思
春
期
の

人
間
に
身
分
の
保
証
が
与
え
ら
れ
ず
、
そ
の
代
り
に
一
種
の
巨
大
な
空
白

が
投
げ
与
え
ら
れ
て
い
た
と
想
像
し
て
ほ
し
い
。
か
れ
ら
は
ど
う
な
る

か
。
か
れ
ら
は
浮
浪
者
に
な
る
。
浮
浪
者
は
戸
外
に
住
む
。
空
の
下
で
寝

る
。
空
か
ら
は
Ｂ
29
の
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は
壕
の
な
か
に
入

る
。
眼
前
に
土
の
壁
が
立
ち
ふ
さ
が
り
、
土
の
匂
い
が
か
れ
ら
を
包
む
。

切
り
と
ら
れ
た
沢
山
の
根
…
… 

 

か
れ
ら
は
こ
う
し
て
空
や
土
や
真
夏
の
太
陽
に
特
別
の
愛
着
を
感
じ

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
親
し
い
友
人
で
あ
り
、
同
時

に
危
険
を
多
量
に
ふ
く
む
い
わ
ば
内
通
者
だ
っ
た
。
ど
こ
か
し
ら
神
秘
的

で
、
し
か
も
日
常
的
な
裏
切
者
や
ス
パ
イ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
当
時
の
中
学

生
た
ち
の
心
に
こ
び
り
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
は
一
方
で
は
強
制
さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ
で
あ
り
、
他
方
で
は
き
わ
め
て
日
常
的
な
心
理
傾
向
だ
っ
た
。
戦

争
は
す
べ
て
の
人
間
を
戦
闘
員
と
非
戦
闘
員
に
わ
け
て
し
ま
う
が
、
非
戦

闘
員
の
な
か
で
は
、
逆
に
年
寄
り
と
子
供
の
区
別
は
曖
昧
に
な
る
。
年
寄

り
は
子
供
の
よ
う
に
食
物
に
卑
し
く
な
り
、
子
供
は
年
寄
り
の
よ
う
に
賢

く
、
用
心
ぶ
か
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
戦
争
の
大
義
名
分
に
絶
望
的
に
陶

酔
す
る
に
は
若
す
ぎ
、
戦
争
の
現
実
を
見
逃
し
て
し
ま
う
に
は
年
取
り
す

ぎ
て
い
た
当
時
の
中
学
生
た
ち
は
、
非
戦
闘
員
に
の
み
許
さ
れ
た
茫
漠
た

る
自
由
の
な
か
で
、
ギ
ラ
ギ
ラ
と
思
春
期
の
ま
な
ざ
し
を
研
ぎ
す
ま
し
て

い
た
。
逼
迫
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
賢
い
と
は
、
つ
ね
に
本
能
的
な
警
戒

心
を
眠
ら
せ
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
異
常
な
ま
で
に
感
覚
的
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
当
時
の
中
学
生
た
ち
は
、
ほ
か
の
い
か
な
る
時
代
の
中
学
生
よ
り
も
、

す
る
ど
い
純
粋
な
感
覚
を
四
六
時
中
働
か
せ
て
い
た
。
か
れ
ら
は
決
し
て

戦
争
に
馴
れ
な
か
っ
た
し
、
八
月
十
五
日
以
後
も
、
だ
れ
よ
り
も
平
和
に

な
じ
め
な
か
っ
た
。
そ
の
筈
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
初
め
か
ら
平
和
を
知
ら

な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
飯
島
耕
一
は
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
の
生
れ

だ
が
、
日
本
帝
国
主
義
が
満
洲
で
戦
争
を
始
め
た
の
は
、
そ
の
翌
年
、
昭

和
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

   

詩
集
『
他
人
の
空
』
成
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の

よ
う
な
暗
号
解
読
の
鍵
と
し
て
飯
島
耕
一
の
世
代
に
映
じ
た
戦
争
の
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
し
て
主
体
的
に
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
種
の
貧
血

症
と
し
て
詩
人
の
肉
体
に
消
化
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
詩
集
の
表
題
に
え
ら

ば
れ
た
作
品
「
他
人
の
空
」
を
読
ん
で
み
よ
う
。 

 

（
「
他
人
の
空
」
引
用
） 

  

見
慣
れ
な
い
屋
根
が
な
ら
ぶ
地
に
対
置
さ
れ
て
、
空
は
鏡
の
よ
う
に
詩

人
の
上
に
あ
り
、
物
思
い
に
ふ
け
る
詩
人
を
映
し
て
い
る
。
詩
人
自
身
の

血
は
、
つ
め
た
い
鏡
の
な
か
で
、
よ
そ
よ
そ
し
く
循
環
し
て
い
る
。
自
己

と
他
者
を
む
す
ぶ
人
間
的
な
も
の
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
血
と
い
う
概

念
は
、
こ
の
詩
集
の
な
か
に
頻
繁
に
出
て
く
る
が
、
肝
心
な
の
は
、
そ
の

血
の
循
環
を
眺
め
る
詩
人
の
放
心
の
姿
勢
で
あ
ろ
う
。
貧
血
で
倒
れ
る
人

が
、
め
ま
い
の
瞬
間
、
ふ
と
自
分
を
客
観
的
に
眺
め
る
よ
う
に
、
詩
人
は

感
情
移
入
さ
れ
た
空
を
茫
然
と
見
つ
め
て
い
る
。
こ
の
放
心
は
、
も
ち
ろ

ん
飯
島
耕
一
の
世
代
の
専
売
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
放
心

を
物
質
化
し
て
、
完
成
度
の
高
い
作
品
に
仕
上
げ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、

放
心
そ
の
も
の
を
自
己
と
他
者
と
の
積
極
的
な
関
係
を
証
明
す
る
た
め

の
手
段
と
考
え
た
こ
と
は
、
こ
の
世
代
の
特
徴
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
飯

島
耕
一
は
こ
こ
で
全
く
新
し
い
問
題
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
世
代
に
共
通
し
た
疾
患
で
あ
る
貧
血
状
態
の
な
か

で
、
新
し
い
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
を
創
り
出
す
こ
と
。
放
心
を
理
解
に
ま
で

変
質
さ
せ
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
「
荒
地
」
の
詩
人
た
ち
が
「
人

間
と
事
物
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
自
明
性
」
（
田
村
隆
一
）
に
傷
つ
け
ら
れ

た
あ
と
で
は
、
不
可
欠
に
し
て
緊
急
の
問
題
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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④
平
出
隆
「
解
説
」
（
『
現
代
の
詩
人1

0

飯
島
耕
一
』 19

83
.1

0.20 

中

央
公
論
社
） 

  

飯
島
耕
一
の
処
女
詩
集
『
他
人
の
空
』
は
一
九
五
三
年
十
二
月
、
書
肆

ユ
リ
イ
カ
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
わ
ず
か
六
十
頁
は
ど
の
薄
い
詩
集
だ
が
、

週
刊
誌
サ
イ
ズ
の
大
き
な
判
型
で
、
表
紙
に
は
木
版
画
が
つ
か
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
十
五
世
紀
の
詩
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
集

『
吊
る
さ
れ
た
者
た
ち
の
バ
ラ
ー
ド
』
に
付
さ
れ
た
も
の
か
ら
と
っ
た
と

い
う
。 

  

こ
の
版
画
に
触
発
さ
れ
た
ら
し
い
上
の
詩
篇
が
、
詩
集
の
序
詩
と
し
て

位
置
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
現
実
の
悲
惨
の
中
で
声
を
奪
わ
れ
た
人
々

を
見
つ
め
て
、
そ
の
傍
ら
に
立
と
う
と
す
る
、
飯
島
耕
一
の
希
望
の
原
型

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
声
に
な
ら
な
か
っ
た
声
が
「
見
え
て
来
る
」
と
い

う
、
感
覚
の
意
図
的
な
混
淆
を
と
お
し
て
、
「
イ
ン
ク
を
探
す
」
詩
人
の

意
志
が
、
虐
げ
ら
れ
た
人
人
の
生
に
つ
な
が
ろ
う
と
み
じ
ろ
ぎ
し
て
い

る
。
飯
島
耕
一
と
い
う
詩
人
の
人
間
主
義
的
な
姿
勢
を
、
早
く
も
印
象
づ

け
る
一
篇
。 

   

詩
集
『
他
人
の
空
』
は
序
詩
「
吊
る
さ
れ
た
者
の
木
版
画
に
」
を
除
い

て
二
章
に
分
け
ら
れ
、
一
章
「
他
人
の
空
」
に
同
題
の
詩
篇
を
ふ
く
め
て

十
篇
、
二
章
「
切
り
抜
か
れ
た
空
」
に
同
題
の
詩
篇
を
ふ
く
め
て
十
一
篇

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
理
解
」
は
そ
の
第
二
章
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。 

 

第
一
章
の
作
品
と
比
べ
て
明
瞭
な
こ
と
は
、
語
り
の
質
が
、
詩
人
の
内

発
的
な
声
そ
の
も
の
に
近
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
一
章
が
事
物
に
即
し
た

イ
メ
ー
ジ
の
展
開
に
特
徴
を
示
し
た
、
そ
の
た
め
に
多
義
的
な
読
み
へ
導

く
の
に
対
し
て
、
第
二
章
の
詩
句
か
ら
は
、
詩
人
の
語
り
た
い
こ
と
が
柔

軟
な
イ
メ
ー
ジ
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、
明
快
に
伝
わ
っ
て
く
る
。 

  

⑤
高
柳
誠
「
廃
墟
の
〈
空
〉
か
ら
の
出
発
―
飯
島
耕
一
『
他
人
の
空
』
試

論
」
（
「
論
叢
」29

  
19

89

年3

月 

玉
川
大
学
文
学
部) 

  

『
他
人
の
空
』
初
版
で
は
、
「
序
詩
に
か
え
て
」
と
副
題
が
つ
い
た
「
吊

る
さ
れ
た
者
の
木
版
画
に
」
を
除
く
二
十
一
篇
が
、
「
他
人
の
空
」
の
表

題
の
、
同
題
の
詩
か
ら
「
死
人
の
髪
」
ま
で
の
十
篇
の
一
章
と
、
「
切
り

抜
か
れ
た
空
」
の
表
題
の
、
「
理
解
」
か
ら
「
言
葉
に
つ
い
て
」
ま
で
の

十
一
篇
の
二
章
と
に
、
作
者
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
一
章

と
二
章
と
で
は
、
そ
の
発
想
主
題
・
ス
タ
イ
ル
と
も
に
、
微
妙
で
は
あ
る

が
、
截
然
と
し
た
差
異
が
見
ら
れ
る
。
一
読
し
て
気
づ
く
の
は
、
ス
タ
イ

ル
の
違
い
だ
ろ
う
。
ス
タ
イ
ル
と
言
う
よ
り
、
も
っ
と
は
っ
き
り
限
定
し

て
リ
ズ
ム
の
違
い
と
言
っ
た
方
が
よ
い
。 

 

一
章
で
は
、
原
型
と
な
っ
た
作
品
が
あ
り
、
そ
れ
を
凝
縮
し
削
除
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
作
品
と
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の

リ
ズ
ム
は
、
決
し
て
な
め
ら
か
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
最
初
の
「
他
人
の
空
」
の
文
末
表
現
を
見
て
み
る
と
、
第

一
連
で
は
、
「
帰
っ
て
来
た
」
「
つ
い
ば
ん
だ
」
「
下
が
っ
た
り
し
た
」

「
見
え
た
」
と
過
去
形
を
重
ね
、
第
二
連
で
は
、
「
か
か
え
て
い
る
」
「
ふ

け
っ
て
い
る
」「
め
ぐ
っ
て
い
る
」
と
現
在
形
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

作
品
に
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
リ
ズ
ム
は
、
む
し
ろ

極
め
て
単
調
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
鳥
た
ち
」
「
地
」
「
空
」
「
血
」
と

い
っ
た
こ
と
ば
も
、
ま
る
で
〈
元
素
〉
の
よ
う
に
剥
き
出
し
の
ま
ま
そ
こ

に
置
か
れ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
単
調
な
（
と
言
う
よ
り
む
し
ろ
無
骨
な
）

リ
ズ
ム
が
作
品
の
要
請
に
よ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
こ

の
無
骨
と
も
言
え
る
リ
ズ
ム
が
、
こ
う
し
た
こ
と
ば
の
〈
も
の
〉
と
し
て

の
実
在
感
、
造
型
性
を
確
実
に
支
え
て
い
る
の
だ
。
逆
に
、
な
め
ら
か
な

リ
ズ
ム
の
中
に
置
か
れ
た
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
は
、
〈
も
の
〉
と
し
て

の
陰
翳
を
失
っ
て
こ
と
ば
の
響
き
の
中
に
流
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
一
章
で
は
体
言
止
め
が
頻
出
す
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
の

証
左
と
な
ろ
う
。
以
前
引
い
た
「
空
」
は
全
篇
体
言
止
め
に
よ
っ
て
書
か

れ
て
い
た
が
、
次
の
「
砂
の
中
に
は
」
に
も
、
以
上
に
述
べ
た
特
徴
が
見

て
と
れ
る
。 

   

一
章
の
彫
琢
す
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
に
比
べ
て
、
二
章
の
こ
れ
ら
の
作
品

（
引
用
者
注
、
「
理
解
」
「
大
き
す
ぎ
る
荷
物
」
「
帰
っ
て
き
た
子
供
た
ち
」
）
の
も

つ
リ
ズ
ム
は
、
よ
り
柔
軟
で
自
然
な
、
い
わ
ば
呼
吸
の
リ
ズ
ム
に
近
い
も

の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
一
章
が
、
戦
後
に
対
す
る
飯

島
の
苦
い
認
識
の
反
映
も
あ
っ
て
、
凝
縮
し
た
根
源
的
、
原
型
的
な
表
現

を
と
る
の
に
対
し
て
、
二
章
は
、
ナ
イ
ー
ブ
な
感
性
が
生
み
出
す
、
よ
り

柔
軟
で
自
然
な
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
に
満
ち
て
い
る
。
飯
島
の
作
品
は
、
そ

の
語
法
や
論
理
的
脈
絡
に
お
い
て
決
し
て
平
易
で
は
な
い
。
に
も
関
わ
ら

ず
、
わ
た
し
た
ち
読
者
の
う
ち
に
、
実
に
安
々
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着

さ
せ
、
そ
の
詩
的
論
理
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
も
の
こ
そ
、
こ
の
、
飯
島
が

生
得
的
に
備
え
て
い
る
リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
な
の
だ
。
こ
の
リ
ズ
ム
・
テ
ン

ポ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
自
然
の
う
ち
に
内
包
し
て
い
る
も
の
を
、
飯
島
の

感
性
を
通
し
て
自
発
的
に
顕
現
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
自
然
な
リ

ズ
ム
が
、
読
者
の
う
ち
に
飯
島
耕
一
固
有
の
ポ
エ
ジ
ー
を
呼
び
お
こ
す
の

だ
。
こ
う
し
た
固
有
の
リ
ズ
ム
の
最
初
の
あ
ら
わ
れ
こ
そ
、
二
章
の
作
品

の
う
ち
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
リ
ズ
ム
を
清
岡
卓
行
は
「
歩
行
の
リ
ズ
ム
」

と
呼
び
、
「
詩
に
お
け
る
言
葉
の
流
れ
の
リ
ズ
ム
」
は
、
「
時
と
し
て
、

詩
人
に
お
け
る
現
実
と
夢
の
か
か
わ
り
方
そ
の
も
の
、
一
種
の
無
私
を
感

じ
さ
せ
る
詩
人
の
根
源
的
な
生
の
歩
み
そ
の
も
の
を
、
自
然
に
伝
え
て
く

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
」
と
書
い
た
。 

   

こ
の
二
篇
（
引
用
者
注
、
「
探
す
」
「
途
」
）
は
、
「
見
る
」
「
一
回
」

と
い
う
作
品
と
と
も
に
、
い
わ
ば
短
篇
連
作
と
い
う
形
で
、
二
章
の
中

で
も
独
特
の
小
世
界
を
形
成
し
て
い
る
。
「
探
す
」
、
「
途
」
と
い
う

表
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
世
界
と
自
分
と
の
繋
が
る
道
を
探
し
出

そ
う
と
す
る
気
配
に
み
ち
た
連
作
で
あ
る
。
そ
し
て
、
世
界
と
自
分
と

が
繋
が
る
通
路
こ
そ
が
、
本
質
的
な
意
味
で
の
〈
ひ
と
〉
な
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
「
お
ま
え
」
「
一
人
の
女
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
存
在

が
、
一
章
に
現
れ
た
「
彼
」
「
人
た
ち
」
「
女
た
ち
」
「
君
」
と
い
っ

た
人
称
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
、
特
定
の
〈
ひ
と
〉
を
示
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
激
し
い
違
和
に
み
ち
み
ち
た
世
界

と
自
分
と
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ぬ
唯
一
の
通
路
（
「
一
つ

し
か
途
は
な
い
。
」
）
を
提
示
で
き
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
ま
だ
、

そ
う
し
た
存
在
と
は
決
定
的
に
は
出
会
っ
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
「
ま

ち
が
い
な
く
出
会
う
」
予
感
は
強
く
し
て
い
る
。
「
探
す
」
の
一
連
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
お
ま
え
」
と
「
僕
」
は
そ
れ
ぞ
れ
に
孤
立
し

た
別
の
存
在
で
あ
る
。
孤
立
し
た
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
〈
ひ
と
〉

を
通
し
て
世
界
に
繋
ぎ
止
め
ら
れ
た
い
と
い
う
熱
い
希
望
を
持
つ
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
そ
の
途
に
つ
い
て
す
で
に
お
ま
え
は
考
え
は

じ
め
て
い
る
」
の
だ
ろ
う
。
こ
の
二
篇
の
二
連
同
士
は
、
奇
妙
な
程
一

致
し
た
印
象
を
与
え
る
。
全
く
同
じ
内
容
を
別
の
角
度
か
ら
述
べ
た
に

す
ぎ
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
あ
れ
程
違
和
を
抱
い
た
対
象
で
あ
っ
た
世

界
と
の
繋
が
り
を
求
め
て
、
飯
島
は
も
う
一
人
の
〈
ひ
と
〉
を
探
す
方

途
を
真
剣
に
考
え
始
め
た
の
で
あ
る
。 

                                                

                                                   


